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令和７年度 事業報告 

 

１ 全体総括 

 

「健やかに自分らしく、支え合いながら共に生きるまち」を目指した今期の地域福祉

活動計画（6 か年計画）の初年度実績を踏まえた２年目。課題や反省すべき点はありま

すが全体的にはほぼ遂行できたものと考えています。今年度の評価を次年度計画の実践

に生かしていきます。 

訪問活動の強化を目指すとして令和６年度は３８自治会で開催した「福祉座談会」は、

自治会の負担軽減を図りつつ住民の声を拾い上げるために、地域の通いの場訪問と兼ね

て行いました。これからも開催方法を模索しながら、住民と対話できる機会を確保して

いきます。 

多世代交流拠点「みんなのお家だんらん」の利活用で、令和７年６月から新たに「地

域食堂」を始めました。毎月 1 回の開催で運営は住民主体で行い、毎回多くの人が利用

しています。その中で本会としては要支援者とつながることをねらいとしており、今後

の展開が重要となります。 

また、登校できない児童生徒の支援を行う「いちごの実」では、活動メニューに住民

ボランティアによる学習支援を加え、更に学校や教育委員会との連携を強化しながら事

業の充実を図っています。 

介護保険事業では、デイサービスゆーとりあの事業形態を地域密着型に変更し、経営

の安定化を図りました。その結果、様々な要因も相まって事業全体で黒字決算となりま

した。今後、高齢者人口の減少が予測される中で、いかに安定経営を継続するかが大き

な課題であることに変わりありません。 

また、小坂ふくし会のサンホーム大石平の移転計画に伴い、町の福祉サービスの将来

像について町と小坂ふくし会との三者で意見・情報交換を行いました。本会の事業運営

にも大きく関わる内容でもあり、その動向を注視するとともに意見・情報交換を継続し

ます。 

これからも、社会福祉協議会の役割と使命の遂行に向けて、地域福祉活動計画を基に

事業推進に努めます。 

 

 

２ 基本目標ごとの総括 

 

≪基本目標１：まるごと支援体制の充実≫ 

〇  小坂町では未実施の「重層的支援体制整備事業」について、８月時点で、町として

は令和８年度実施の考えがないことを確認して、本会でも同意しています。今後の考え

方については、町との意見交換を継続する考えです。（P６） 
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〇 自治会に出向いて行う福祉座談会については、昨年度の３８回の実績を評価したう

えで、自治会への負担に配慮しつつ、地域の通いの場訪問時に兼ねて行う形式も採用し

全９回実施しました。「気軽に話ができる」と好評であった半面、参加者が限定的とな

る側面もあり、改めて福祉座談会の目的を再確認しながら今後のあり方を検討する必要

があると考えます。（P６） 

 

〇 民生児童委員との連携強化については、本会職員が当番制で民生児童委員協議会定

例会に出席していることや、民生児童委員が本会事業に協力する中で常々図られていま

す。そのような中で、改選期であった今年度においても新任の方と早期につながること

ができました。また、大雪となった今年度の除雪ボランティア活動では情報共有や連携

する場面が例年以上に多くありました。（P６） 

 

〇 ホームページを活用したニーズ把握の強化として、令和８年３月に「みんなの相談

窓口」を開設しました。年度末での開設となったこともあり相談実績はありませんでし

た。世代や時間帯を問わずあらゆる相談の受付が可能となることから、相談対応の仕組

みを確認しながら今後の対応に備えています。（P７） 

 

 

≪基本目標 2：横断的課題解決に向けた取り組みの推進≫ 

〇 人材確保の視点での研修会や講習会の未実施については、実施の目的を組織内で共

通理解することが最優先と考えます。（P８） 

 

〇 だんらんの利活用に向け、住民の意見要望を拾い上げ事業に反映させることを目的

とした運営委員会の開催には至りませんでした。一方、だんらん機能（居場所、相談・

支援、情報発信等）の充実としては、本会の新規事業として、６月から毎月 1 回「地域

食堂（だんらん食堂）」を行っています。この事業は活動主体を地域住民とし、本会とし

ては事業を通して要支援者の情報収集と当事者とのつながり・支援を一連で行うことを

ねらいとしています。事業開始以来、多くの住民の参加を得ており、今後はより幅広い

年代の人たちへの支援充実を目指します。（P８） 

 

〇 成年後見制度の実施については、町との意見・情報交換を行っています。次年度で

の実施はないと判断しましたが、今後についての話し合いは継続します。（P１０） 

 

〇 災害ボランティアセンターの設置や運営について町と協定を締結しています。昨今

の災害の頻発から協定内容の見直しが必要と思われ、他市町村社会福祉協議会から見直

しの参考となる情報の収集は行いましたが、町との協議はこれからです。（Ｐ１８） 

 

〇 小坂町 ・鹿角市エリアで行われた秋田県総合防災訓練への参加は、小坂町担当訓練

に加えて、鹿角市担当訓練にも参加することができ、有益な機会となりました。（Ｐ１
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８） 

 

〇 令和８年度の組織体制や受託事業の見直し、町の介護保険事業の動向など、近い将

来を見据えた中での計画的な職員採用に関しても、町と意見交換をしています。（P１９） 

 

 

≪基本目標 3：持続可能なサービス提供と支援体制の確保≫ 

〇 社会福祉法人連携の推進では、町と小坂ふくし会との三者合同で視察研修や、小坂

ふくし会の施設移転計画実施の動向に関する情報交換など、町の福祉サービスの将来像

についての意見・情報交換を行いました。本会の将来像について模索するとともに、理

事協議会を行いながら役員間での共通理解を図りました。（P２０） 

 

〇 介護保険事業の経営については、全ての事業で設定目標をほぼ達成でき、黒字決算

となりました。その背景として、全体では目標達成意識の共有、加算取得の継続、最低

賃金の適用日が例年より遅かったことが挙げられます。加えてゆーとりあでは地域密着

型への変更、職員補充の見極め、調理員数に見合った調理体制への転換が挙げられ、収

支バランスが取れた形となりました。（P２０） 

 

〇 新規「助け合いの地域づくりモデル事業」は、主に生活支援コーディネーターが推

進役となっている「短期集中お元気パワーアップ事業」（町実施事業）を一昨年実施し

た自治会に働きかけて、ワークショップを行いましたが自治会としての活動には至って

いません。生活支援体制整備への理解促進を継続します。（P２３） 

 

 

≪基本目標 4：地域福祉を担う人や仕組みづくりの推進≫ 

〇 課題解決に向けたボランティア講座には至りませんでした。ボランティアセンター

機能の再構築についても、検討を重ねます。（P２６） 

 

〇 除雪ボランティア活動の推進は、高校との連携を再開することができました。また、

社会人による活動も昨年度に引き続き実施し、大雪ということもあって、急きょ回数を

増やして行いました。雪害対策の重要性を痛感し、実践に向けた取り組みが必要だと考

えています。（P２６） 

 

〇 人材確保に欠かせない財源確保については、町長訪問で本会の運営・経営等の実情

を伝える中で繰り返し理解を求めています。（P２７） 

 

〇 町受託事業については町の意向確認もしながら見直しの検討を行った結果、次年度

については継続実施することとしました。その後については、事業実績や本会の組織体

制の変化等を踏まえた検討が必要になると考えます。（P２７） 
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〇 福祉教育の推進では、小中学校との連携による福祉教育、児童青少年向けのボラン

ティアスクールを行いました。介護保険班の職員や地域住民の参加協力を得ながら実施

できたことは良かったと思います。（P２８） 

 

 

≪基本目標 5：健やかに自分らしく、支え合いながら共に生きるまちの推進≫ 

〇 短期集中予防サービスについては、新規利用者の開拓に努めましたが、前年度実績

に比べ少ない結果となりました。（Ｐ２９） 

 

〇 障害者相談支援事業の件数は前年度に比べ減少しましたが、多種多様な支援が求め

られ、きめ細かい支援を継続しています。また、基幹相談支援センター及び地域生活拠

点整備に向けた協議を町と行いました。（Ｐ２９） 

 

 

≪基本目標６：組織・経営基盤の強化≫ 

〇 正副会長会議を２回、理事会を５回、評議員会を３回、監事会を２回、評議員選任・

解任委員会を１回、理事協議会を４回開催し、法人の適切な運営に努めました。 （P３１） 
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施策・事業１ “小坂まるごと”地域包括ケアの推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ ワンストップで相談できる総合相談窓口体制の充実 

 １ 社協事業のチラシの作成 〇 10 月発行の機関紙に折り込んで全戸配付。 

２ 各種制度・事業等の把握 
（パンフレット等の設置） 

△ 地域包括支援センターと連携し、介護保険の総合事業
向けのサービスに関するパンフレットを適宜更新して
配付することができた。それ以外の事業等の把握や情
報の整理まで至らなかった。 

３ 職員間の情報共有 〇 業務記録の共有は継続できている。タイムリーな情報
共有に努める必要はある。 

２ 重層的支援体制整備事業の推進 

 １ 事業実施に向けた町との意
見・情報交換 

〇 ７月に行った町福祉課との話し合いの中で、次年度
実施の考えはないことを確認しており、同意してい
る。 

 ２ 研修会等への参加 〇 上記のとおりではあるが、福祉課と連携しながら積極
的に参加。仕組み等について理解は進んでいる。 

 

施策・事業２ 包括的相談・ケアマネジメントの充実 
項

目 
実施内容 評価 実績・課題等 

１ 訪問活動(アウトリーチ)の強化による生活・福祉課題の把握と情報提供 

 １ 戸別訪問（対象世帯） △ ・事業利用者への定期的な訪問はしても、支援の過程
で見えてくる課題の整理や解決までには至っていな
い。 
・事業利用者以外の住民ニーズの把握に向けた訪問活
動が充分ではなかったのではないか。訪問の目的を定
め、共有する場もできなかった。 
・つながりがない人への訪問が難しい。 

 ２ 福祉座談会 △ 災害時の要支援者を把握するため、支え合いマップづ
くりを検討していたが未実施。下半期は通いの場訪問
の際に事業紹介や情報提供を行い、ニーズ把握の機会
を設けた。→下記参照 

 ３ 民生児童委員との連携強化 
①定例会への参加(月１回) 
 
②個々との情報交換 

 
〇 
 
〇 

 
①地域福祉班職員が当番制で出席。新任の委員と早期
につながる機会となった。（12月改選） 

②除雪活動では情報共有や連携する場面が多かった。
関係機関につないだケースもあった。 

 ４ 地域の「通いの場」訪問 △ 生活支援コーディネーターの活動として、活動一覧表
の更新に向けた取材目的の訪問はほぼ順調にできた。
活動一覧表を更新して、取り組みの周知や拡散までは
至らなかった。 

 ５ 「かようカフェ」訪問   
 

〇 来場者との情報交換、参加者本人や近隣の人の日常の
変化を聴くことができている。→下記参照 

 

福
祉
座
談
会 

№ 期日 時間 自治会 会場 参加人数 備考 

１ R7/4/27(日) 10：30～ 細前田 自治会館 ３２人 (総会時)事業紹介等 

２ 7/19(土) 10：00～ 上小坂 自治会館 １０人 事業紹介 

３ 11/17(月) 10：00～ 東渡ノ羽 自治会館 ６人 事業紹介、最新詐欺情報 

４ 12/4(木) 10：00～ 鴇 自治会館 8 人 事業紹介、最新詐欺情報 

５ 12/22(月) 11：00～ 永楽町 自治会館 10 人 事業紹介、最新詐欺情報 

６ R8 /1/9(金) 10：00～ 下小坂 自治会館 9 人 
事業紹介、最新詐欺情報、
介護度について 

７ 1/15(木) 10：00～ 万谷 自治会館 7 人 事業紹介、最新詐欺情報 

８ 3/16(月) 10：00～ 古苦竹 自治会館 5 人 
事業紹介、最新詐欺情報、
介護度について 

９ 3/21(土) 14：00～ 上小坂 自治会館 7 人 事業紹介、最新詐欺情報 

 

基本目標１ まるごと支援体制の充実 
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か

よ

う

カ

フ

ェ 

【実施主体】町（認知症推進員中心の取り組み） 
【定期開催】開催日：毎月第３火曜、時間：１０：００～１１：３０、会場：セパーム 
      社協参加者：①認知症推進員、②生活支援コーディネーター、③福祉アドバイザー 
【出張開催】開催日、会場：随時 

定期開催 出張開催 

№ 期日 社協参加者 № 期日 社協参加者 会場 

１ R7/4/15(火)  ①②③ １ R7/9/4(木) ①②③ ほっとりあ 

２ 5/20(火) ①②③ 
２ 10/29(水) ① 

セパーム 

(健康のつどい） ３  6/17(火) ②③ 

４  7/15(火) ①③ 

 

５  8/19(火) ①②③ 

６ 9/16(火) ①② 

7 10/21(火) ①②③ 

8 11/18(火) ①③ 

9 12/16(火) ②③ 

10 R8/1/19(火) ① 

11 2/16(火) ②③ 

12 3/17(火) ①②③ 

 

施策・事業３ 身近でつながる相談支援の推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ コミュニティソーシャルワーカー等による相談機能の強化 

 １ 福祉座談会（再掲） － 基本目標1－施策・事業2－項目1－2 

２ 戸別訪問（再掲） － 基本目標1－施策・事業2－項目1－1 

３ 地域の「通いの場」訪問(再掲) ― 基本目標 1－施策・事業 2－項目 1－4 

４ 「かようカフェ」訪問(再掲) ― 基本目標 1－施策・事業 2－項目 1－5 

２ 気軽に相談できる機会の拡充 

 １ 多世代交流拠点みんなのお家だ
んらんの利活用 

△ 職員の当番を曜日固定とした。9/18 に小坂町指定
暑熱避難施設の指定を受け、9/30 まで当該施設と
して開設。それに伴い 9 月からは開館時間を毎日
9 時～17 時に統一。イベント開催で知名度アップ
をと考えたが未実施→下記参照 

２ 個別訪問 〇 サービス利用者等で気がかりなことがあった場合
は、訪問して今後の生活の希望等を確認して、関
係機関と情報共有した。 

３ ホームページを活用したニーズ
把握の強化 

〇 「みんなの相談窓口」を開設。 

 

み

ん

な

の

お

家

だ

ん

ら

ん 

【開館日】月曜から金曜（祝日を除く）及び事業実施日 
【開館時間】９時～１７時(9 月以降。以前は水曜のみ１５時まで) 
【開館日数】242 日（上半期 124 日、下半期 118 日） 
【小坂町指定暑熱避難施設🈟】９月１８日～９月３０日（次年度からは６月１日～９月３０日） 
【実施事業等】相談窓口、生活困窮者等自立支援事業：就労体験、男性の居場所：さっといげる

場所「かしの木」、子どもの居場所：kitchen いちごいちえ・いちご塾、いちごの
実、若者の居場所： 「（（ゆかり）」、助け合い倶楽部：託児、生活支援：洗濯・シ
ャワー、地域食堂、サークル活動等：絵手紙「ぐみの会」・折り紙の会・お茶っこ
サロン「一休さん」、お休み処 他 

【延来館者数（事業参加者以外）】1,070 人（上半期 594 人、下半期 476 人） 
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施策・事業１ 地域住民による見守り体制の充実 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 町職員、社協職員による訪問活動の継続 

 １ 戸別訪問（再掲） － 基本目標1－施策・事業2－項目1－1 

 ２ 社協内外との情報共有 △ 生活支援コーディネーターの活動として、中小坂自治会の
通いの場で生活支援体制についてのワークショップを数回
実施。自治会としての活動までは至っていない。 

 

施策・事業２ 地域支え合いの推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 地域における生活・福祉課題の共有の場づくり 

 １ 福祉座談会（再掲） － 基本目標１－施策・事業２－項目 1－2 

２ 地域見守りネットワーク情報交
換会 

〇 生活支援コーディネータの活動 
【住民主体の通いの場の取材】困っている事はほ
とんどないが、不安に思う事は多いとの声あり。
(移動、買い物、雪)  →下記参照 

２ 地域づくりや支援に関する研修会・セミナーの開催 

 １ 介護や調理などの講習会 × 実施目的の組織内共有 

 ２ 福祉意識の醸成に資する研修会 × 実施目的の組織内共有 

 ３ 社会福祉研修大会 〇 →下記参照 

 

地域見守りネットワーク情報交換会 

住

民

主

体

の

通

い

の

場

取

材 

№ 訪問日 自治会等 参加者数 備考 

１ R7/10/20(月) 
濁川ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ｺﾞﾙﾌの会 
  

２ 11/17(月) 東渡ノ羽 女性 6 人  

３ 12/4(木) 鴇 女性８人 兼福祉座談会 

４ 12/22(月) 永楽町 女性 10 人 兼福祉座談会 

５ R8/1/9(金) 下小坂 女性９人 兼福祉座談会 

６ 1/15(木) 万谷 男性１人、女性６人 兼福祉座談会 

７ 3/16(月) 古苦竹 女性５人 兼福祉座談会 

８ 3/21(土) 上小坂 男性２人、女性５人 兼福祉座談会 

 
社

会

福

祉

研

修

大

会 

【日時】９月１４日（日）１３：３０～１６：１０ 【会場】セパーム ２階ホール 
【参加人数】約１２０人 
【内容】●式典  表彰：社会福祉奉仕者 個人２人、社会福祉事業功労者 職員功労２人 

感謝状：社会福祉特別功労 個人 5 人 
●基調説明：小坂町の障害福祉の現状と今後について 説明者：福祉課 秋元智之 
●講演：「障がいってなんだろう？知ることから始めよう」～障がい者サポーター養成講座～ 

      講師：おおだて障害者相談支援センター 相談支援専門員 柴田朋子 氏 
●活動発表：障がい者余暇支援グループ「にこにこ会」会長 小笠原佳江 氏  

 

施策・事業３ 地域の居場所・交流の場の確保 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 多世代・他分野を問わず地域にある居場所での交流やつながるきっかけづくりの拡充 

 １ 車両活用事業 ※町受託 〇 利用自治会が限定的。回数も少ない→下記参照 

２ 多世代交流拠点みんなのお家だ
んらんの利活用（再掲） 

  ①運営委員会 
 ②地域食堂 

 
 

× 
〇 

基本目標１－施策・事業3－項目2－1 
 
①委員選定に至らず 
②（新規事業）→下記参照 

基本目標２ 横断的課題解決に向けた取組みの推進 
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２ 地域住民の自主活動による利活用の促進 

 １ 地域の「通いの場」支援 
  ①短期集中お元気パワーアップ

事業協力 
 
  ②出前講座    

 
〇 
 
 

〇 

 
①今年度実施自治会に週 1 回、昨年度実施自治会
の継続支援で月 1～2 回程度、生活支援コーディ
ネーターが訪問→下記参照 
②利用自治会が限定的で回数も少ない。→下記参
照 

  

 

車

両

活

用

事

業 

【目的】高齢者の介護予防、孤立予防を図り、住み慣れた地域で暮らし続けられるようにする。 
支え合って暮らす地域を目指す。 

【内容】自治会に対して、車両と運転手を貸し出す。  【条件】１自治会 年４回まで 
№ 期日 自治会名 内容 参加人数 

前年度 
延１３自治会 
 実９自治会 

買い物、道の駅見学 他 延 149 人 

１ R7/5/9(金) 下小坂 道の駅十和田湖見学 11 人 

２ 6/5(木) 狐崎 石田ローズガーデン見学（大館市） 7 人 

３ 7/25(金) 新花町 買い物（大館市） 12 人 

４ 9/30(金) 藤倉団地 買い物（大館市） 14 人 

5 10/10(金) 古苦竹 十和田湖奥入瀬－道の駅見学 11 人 

6 10/27(月) 新花町 道の駅あんとらあ見学、買い物（鹿角市） 15 人 

計  実５自治会  延 70 人 

 

 

地
域
食
堂
（
だ
ん
ら
ん
食
堂
）
※
新
規 

【目的】住民主体の活動とし、地域の情報を得ながら、食事を通して様々な境遇の人たちと積
極的につながることに努め、必要な支援を届けることができる関係性を築く。 

【内容】事前申し込みを受けて皆で食事をする。  【参加費】５００円  
【開催日】毎月第４火曜を基本 11：30～14：30  【会場】みんなのお家「だんらん」 

№ 開催日 参加者数 ボランティア(調理含む) 備考 

1 R7/6/24(火) ４０人 ９人  

2 7/22(火) ３７人 ８人  

3 8/26(火) ４０人 ８人  

4 9/30(火) ３５人 ８人  

5 10/28(火) ４８人 ８人  

6 11/25(火) ５９人 ７人  

7 12/23(火) ６１人 １０人  

8 R8/1/27(火) ６６人 １０人  

9 2/24(火) ５２人 １０人  

10 3/24(火) ６５人 １１人  

計 延５０３人 延８９人 実１０人  

 

 

短
期
集
中
お
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業 

中

小

坂 

【目的】介護予防を通して助け合いの地域づくりを進める。 
【内容】前年度 6 か月間モデル事業実施した中小坂自治会に、町と社協の生活支援コーディ

ネーターが交替で訪問して取り組み継続のためのフォローアップを行う。 
【開催日】毎週木曜を基本 【会場】自治会館 
【訪問日(社協分のみ)】5/8，5/29、6/12、9/4，9/25(生活支援についての話も) 

10/16、10/23（生活支援体制に向けたワークショップ）、2/5、3/5 

新

花

町 

【目的】介護予防を通して助け合いの地域づくりを進めるモデル事業。生活支援コーディネ
ーターを中心に自治会支援を行い、今後の普及に向ける。 

【開催日時】毎週月曜（基本）10～12 時 【実施期間】令和７年５月～９月 
【業務委託先】㈱ピーベリー 健康運動指導士 児玉美幸 氏（委託元：町） 
【フォローアップ期間】令和７年１２月～令和８年３月 

期日 内容 会場 備考 

R7/5/12 
事業説明会  自治会館 生活支援コーディネーター 

計測説明会 役場 生活支援コーディネーター他 2 人 

  5/19 測定会 自治会館 同上 

6 月～9 月 事業実施 自治会館 生活支援コーディネーター９回訪問 

9/29 測定会 自治会館 生活支援コーディネーター他 2 人 

12 月～3 月 フォローアップ 自治会館 生活支援コーディネーター６回訪問 
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出

前

講

座 

【目的】自治会等が行う居場所活動や学習会などで活用できるメニューを提供。地域の福祉力向上や
地域づくりの推進、住民の主体的な介護予防や健康意識の向上を図るとともに要介護状態
にならないよう機能維持に資する。 

【内容】8 メニュー（介護予防リーダー養成、認知症について、居場所づくり、レクリエーション、
デイサービスについて、介護教室、社協の事業・地域づくり、共同募金）を設定。内容に応
じて適した職員が自治会に出向いて講座を開催する。 

№ 期日 自治会名 内容 参加者数 

前年度 
自治会(延 19・実 5) 
サークル(延 8・実 1) 

レクリエーション 13 回 
介護予防リーダー養成 14 回 

延 279 人 

1 R7/5/27(火) 藤倉団地 レクリエーション(ラダーゲッター) １３人 

2 5/28(水) 古苦竹 介護予防リーダー養成 7 人 

3 6/3(火) 若葉町 介護予防リーダー養成 8 人 

4 7/1(火) 若葉町 レクリエーション(スカットボール) １０人 

5 7/22(火) 藤倉団地 レクリエーション(ラダーゲッター) １３人 

6 7/23(水) 古苦竹 レクリエーション(カーレット) 7 人 

7 10/7(火) 若葉町 レクリエーション(カーレット) ９人 

8 10/24(金) 民生児童委員協議会 デイサービスについて ８人 

9 11/4(火) 若葉町 レクリエーション(カーレット) ９人 

10 11/17(月) 東渡ノ羽 レクリエーション(ラダーゲッター) ６人 

11 11/25(火) 藤倉団地 レクリエーション(カ－レット) １５人 

12 11/27(木) 古苦竹 レクリエーション(ボッチャ) ９人 

13 R8/1/27(火) 藤倉団地 レクリエーション(カーレット) １０人 

計 実 4 自治会、１団体 
レク 10 回、介護予防リーダー2 回、 
デイサービスについて 1 回 

延 124 人  

 

施策・事業４ 権利擁護支援の推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 小坂町成年後見制度利用促進計画に基づく取組みの推進 

 １ 事業実施に向けた町との意
見・情報交換 

〇 次年度の事業実施はないと判断。町と意見交換を継
続。 

２ 事業の理解と考え方の整理 〇 10/31 家庭裁判所・関係機関連絡協議会出席。 
1/14、2/9 成年後見制度利用促進事業協議会出席。 
町としては、成年後見に関する相談件数が少なく、職
員体制も不十分なため事業を進める段階にないとの考
えであることを確認している。 

２ 日常生活自立支援事業(県社協受託)の利用促進と適切な運営・管理 

 １ 事業の周知と利用者の確保 〇 町や民生児童委員への事業周知は行った。法人内部で
の情報収集や利用に向けた声掛けの強化を図り、下半
期に新規契約が２件あった→下記参照 

 ２ 不正の防止 〇 県社協による定期的なチェック体制のほか、複数職員
が金銭管理の状況を確認できる体制と不正防止の意識
づけがされている。 
【県社協の金銭チェック】R7/9/1(月)11～12 時来所 
 

 

日

常

生

活

自 

立

支

援

事

業 

【目的・内容】 
認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち、判断の能力が不十分な人が地域において
自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスの利用援助等を行う。 

対象者別 
認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 

計 
総数 新規 解約 総数 新規 解約 総数 新規 解約 

R7/3 月末 ３人   １人   ０人   ４人 

４月 ２人  １人 １人   ０人   ３人 

12 月 3 人 1 人  1 人   0 人   4 人 

R8/3 月 4 人 1 人  1 人   0 人   5 人 
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施策・事業５ 生活困窮者自立支援 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 生活困窮者等の自立支援の強化 

 １ 生活困窮者等への支援 
①生活困窮者等自立支援事業 
②資金貸付事業 
 ・たすけあい資金貸付事業 
 
 
 
 

   ・生活福祉資金貸付事業 
  （県社協事業：貸付事務受託） 

 
〇 
 

〇 
 
 
 
 

△ 

 
①継続的な支援については、対象者に合わせて柔
軟に行っている。→下記参照 
②新規の相談では、貸付ありきではなく生活背景
から必要な支援を考え対応できた。一方、償還が
進んでいない利用者に対する定期的な訪問など課
題はある。→下記参照 
 
・コロナ特例貸付のフォローアップ支援推進につ
いて県社協職員が来所して業務内容を確認。貸付
者全員が完済か償還免除のため特に支援を強化す
べき対象者はいないが、免除の人については、社
協事業の周知など適度な距離感を維持しつつ、相
談しやすい関係づくりに努めることとした。 
【実施日】R7.7.8(火)10:30～ 
・本則分での滞納者への対応は検討を要する。 

 ２ 行政や関係機関、民生児童委
員、関係者との連携 

〇 うまく連携できている。特に生活困窮者自立支援
事業担当者(福祉事務所)との連携はスムーズで、
食料支援や家計相談で役割分担できている。 

 
生

活

困

窮

者

等

自

立

支

援

事

業 

【目的】生活困窮者(経済的困窮、社会的孤立等)や引きこもり状態にある人、未就労者等の社
会参加や就労に向けた支援をすることで、孤立防止や自立生活の確保を目的とする。
また、事業を通じて地域の活性化や生活課題の解決など、安心して暮らすことができ
る地域社会づくりに寄与する。 

【対象者】低収入や未就労によ る 経済的困窮や、孤立や引きこもりなどの社会的孤立状態の人 

就労体験 参加者数 

１ フードロス啓発事業：食品アンケート実施 
【実施日】R7/6/7(土)9:00～16:00 
【場所】アカシアまつり会場 
【内容】企業からの依頼による来場者へのアンケート調査・集計作業 

２人 

２ 草刈り 
【内容】みんなのお家だんらん駐車場の草刈り １人 

 

た

す

け

あ

い

資

金 

【目的】小坂町に居住する低所得世帯に対し、資金の貸付けと必要な相談援助を行うことにより、
その経済的自立及び生活意欲の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定
した生活を送れるようにする。 

№ 貸付日 貸付額 貸付残額 備 考 

1 R3/5/24 10,000 円 10,000 円 
同一世帯。福祉事務所や町、民生児童委員などと連携
して支援を継続するも償還には至っていない。生活福
祉資金も借りている。 

2 R3/5/31 30,000 円 30,000 円 

３ R7/8/1 25,000 円 0 円 9/19 完済 

４ 

R8/1/14 35,000 円 

55,000 円 ３回の分割交付。北福祉事務所と連携。 R8/1/16 20,000 円 

R8/1/29 10,000 円 

５ 

R8/1/16 60,000 円 

100,000 円 ３回の分割交付。 R8/1/29 30,000 円 

R8/3/5 10,000 円 

６ R8/3/13 40,000 円 40,000 円 山本福祉事務所と連携。 

計 270,000 円 235,000 円 
R7 年度実績 
件数 4 件、貸付額 230,000 円、償還額 35,000 円 
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生

活

福

祉

資

金 

資金種別 件数 残額（延滞金含） 備 考 

教育支援資金 １件 1,317,295 円 延滞金のみ償還で順調 

福祉資金 ４件 364,614 円  

（福祉費） （２件） （213,241 円） 
１件：順調 
１件：延滞金のみ償還だが遅延 

（緊急小口資金） （2 件） （151,373 円） 償還期間を過ぎたため延滞利子発生 

R8/3 月末 5 件 1,681,909 円  

 

施策・事業６ 虐待防止対策 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 子ども・高齢者・障がい者・暴力行為等に対する相談窓口の啓発・周知 

 １ 障害者相談支援事業、介護保険
事業を通した啓発・周知 

〇 12 月の民生児童委員協議会定例会で現状の周知を
行った。 

 ２ 障害者虐待防止センターの周知 〇 （同上） 通報実績なし 

 ３ 虐待防止委員会 〇 11/14 開催 

 

施策・事業７ 子どもの未来応援の推進（子ども未来応援事業：町受託） 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 子ども支援サポーターによる課題を抱える家庭と子どもの把握、地域資源の把握と連携、子どもの

体験活動や居場所の確保 

 １ ひとり親世帯の把握、支援 
①kitchen いちごいちえ   

 ②いちご塾 
   ③食料支援 

 
〇 
〇 
△ 

→下記参照 
①ひとり親世帯の把握に努めている。 
②ひとり親世帯の子どもの参加があった。 
③幅広い対象者把握には至っていないが、その中でも
できるだけ個別に声掛けした。 

２ ひとり親世帯の子どもの体
験活動 

〇 【目的】健やかな育ちの支援 
【実施日時】9/21(日) 9～14 時【会場】川上公民館 
【内容】レクリエーション（調理・工作・ゲーム） 
【協力】小坂町野外活動クラブ（５人） 
【参加者】小学生３人、大人 1 人（２世帯） 

３ 教育委員会や学校、町、関
係機関等との連携 

〇 定期的な学校訪問について学校と打ち合わせはした
が、単発的な訪問に留まった。 
※地域学校協働活動推進員の活動実績は下記参照 

子ども支援サポーターが推進員として活動。来年
度も継続するが役割を縮小する。 

４ 子ども支援への若者の参画 △ 高校生などのボランティア募集を kitchen いちごいち
えのチラシに載せているが希望者がいない。高校生や
大学生に情報を届ける手段の検討。 

５ 地域食堂（再掲） ― 基本目標 2－施策・事業 3－項目１－２－② 

６ 相談支援 〇 だんらんでの相談が多い。→下記参照 

７ 事業推進のための会議の開
催 

〇 必要に応じて各関係機関への情報提供はしている。子
ども未来応援事業に特化した関係機関が集まっての会
議は開催できなかったが、法人全体の会議の中で話題
としている。 
＜在宅支援推進委員会＞ 
１回目：11/25 ２回目：2/26 

２ 青少年(不登校や中退)へのサポート事業の取組み 

 １ 不登校支援「いちごの実」 〇 安心できる居場所の提供に努めている。 
学習支援を実施。 

 ２ 若者の居場所「（(ゆか
り)」 

〇 毎月カフェを開催。社会復帰に向けた取り組みを行
う。 

 ３ 地域の理解推進と支援者の
確保に向けた研修会 

〇 11/8 ひきこもり研修会開催 
【タイトル】子ども未来応援事業研修会 
【会場】セパーム 
【講師】スグココ～こころの居場所～ 
     代表：菊地陽介、副代表：嶋田聡 
【参加者】３１人 
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子どもの居場所 

【目的】子ども、子育て世帯の孤立防止と早期に相談につながる関係及び機会をつくる。 

 
K

itch
en

い
ち
ご
い
ち
え 

【内容】相談、食事の提供、食料等支援、当事者同士の交流他  【参加】一世帯月１回 
【開催日】基本毎月第３土曜の昼と夜の 2 回  【会場】みんなのお家だんらん 
【参加費】中学生以上：３００円 小学生以下：２００円 

№ 開催日 時間帯 回数 
参加世帯 

(内ひとり親) 
参加人数 

(内ひとり親世帯) 

前年度 24 回 延 128 世帯(－) 延大人 197 人(－) 延子ども 194(－) 

1 R7/4/19(土)昼・夜 ２回 20 世帯（0） 大人 21 人(0) 子ども 20 人(0) 

2   5/17(土)昼・夜 ２回 31 世帯（1） 大人 34 人(0) 子ども 31 人(1) 

3  6/21(土)昼・夜 ２回 17 世帯（1） 大人 25 人(1) 子ども 25 人(1) 

4   7/19(土)昼・夜 ２回 12 世帯（1） 大人 18 人(1) 子ども 20 人(3) 

5   8/17(日)  夜 １回 7 世帯（0） 大人 13 人(0) 子ども 11 人(0) 

6   9/20(土)昼・夜 ２回 13 世帯（1） 大人 21 人(1) 子ども 21 人(1) 

7 10/18(土)昼・夜 2 回 8 世帯（1） 大人 13 人(1) 子ども 14 人(1) 

8 11/15(土)昼・夜 ２回 10 世帯（1） 大人 17 人(1) 子ども 17 人(1) 

9 12/20(土)昼・夜 2 回 14 世帯（1） 大人 24 人(1) 子ども 19 人(1) 

⒑ R8/1/11(日)昼 1 回 12 世帯（0） 大人 19 人(0) 子ども 23 人(0) 

⒒ 1/17(土)昼・夜 2 回 14 世帯（0） 大人 22 人(0) 子ども 23 人(0) 

⒓ 2/21(土)昼・夜 2 回 12 世帯（1） 大人 19 人(1) 子ども 22 人(1) 

⒔ 
3/1(日)昼 

秋田ﾉｰｻﾞﾝﾊﾋﾟﾈｯﾂと共催 
1 回 16 世帯（2） 

大人 22 人(2) 子ども 25 人(2) 
会場：ほっとりあ 

⒕ 3/21(土)昼・夜 2 回 14 家族（0） 大人 23 人(0) 子ども 20 人(0) 

計 25 回 
延 200 世帯 

(延 10・実５) 
大人延 291 人(延 9・実５) 
子ども延 291 人(延 12・実８) 

【目的】中高生などのボランティア体験の機会、地域住民との協同、世代間交流 

№ 開催日 中学生ボランティア（ホール係等） 社会人ボランティア（調理） 備考 

前年度 延 118 人 延 50 人  

1 R7/4/19(土) 11 人 4 人  

2 5/17(土) 9 人 4 人  

3 6/21(土) ９人 2 人  

4 7/19(土) ８人 3 人  

5 8/17(日) 10 人（内 4 人調理） 1 人  

6 9/20(土) 4 人 2 人  

7 10/18(土) 1 人 2 人  

8 11/15(土) 5 人 2 人  

9 12/20(土) 11 人 3 人  

⒑ R8/1/17(土) 4 人 3 人  

⒒ 2/21(土) 7 人 3 人  

⒓ 3/21(土) 6 人 3 人  

計 延 85 人（実１１人） 延 32 人（実４人）  

い

ち

ご

塾 

【内容】学校の長期休み期間中の学習支援等を行う。 
【対象者】小学生 【会場】みんなのお家だんらん 

№ 実施日 時間帯 
参加人数 

(内ひとり親世帯) 

内 容 

ボランティア人数 

前年度 2 回 延 5 人(－) 
課題、絵手紙、レクリエーション、交流 

延 17 人(中学生 11，社会人 4，団体 2) 

1 R7/8/17(日) 9～14 時 4 人(2 人) 
夏休みの課題(宿題・作品作り)、スイカ割 

中学生 10 人、社会人 1 人(調理) 

2 R8/1/11(日) 9～14 時 7 人(0 人) 
冬休みの課題(宿題)、交流、ﾚｸﾚｰｼｮﾝ 

中学生 7 人、社会人 1 人(調理) 

計 
 延１１人 

(延・実 2 人) 
延１９人(中学生１７人、社会人２人) 
実１１人(中学生１０人、社会人１人) 
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地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
活
動 

月 

内  容 

会議等 学校支援 

回数 場所 回数 場所 

４月 １回 セパーム ２回 小学校 

５月 １回 秋田市 ２回 小学校・町内 

６月 １回 小学校 ６回 小学校・町内 

７月 １回 北秋田市 １回 小学校 

８月 １回 セパーム １回 小学校 

９月   ４回 小学校 

１０月 １回 セパーム ２回 小学校 

１１月     

１２月 １回 セパーム ３回 小学校 

１月 ２回 セパーム・ゆーとりあ ２回 中央公園 

２月 ２回 ゆーとりあ   

３月   ３回 小学校 

合計 １１回  ２６回  

※ども支援サポーターが委嘱をけている 

 

子ども支援サポーターによる相談実績・ひとり親世帯の把握数 

相

談

実

績 

世帯の属性  

 乳幼児 113 件、小学生 304 件、中学生 76 件、高校生 16 件、その他 0 件、匿名・
不明 0 件 

計 509 件 

支援方法  

 訪問 0 件、来所 429 件、電話 6 件、同行 0 件、メール等 0 件、関係機関 0 件、 
その他(学校訪問)74 件 

計 509 件 

支援内容  

 子育てに関する支援 7 件、経済や家計に関する支援 0 件、就労に関する支援 6
件、家族関係・人間関係に関する支援 0 件、健康・医療に関する支援 0 件、不安
の解消・情緒の安定に関する支援 0 件、食料支援 0 件、児童本人との関わり 1
件、その他(積極的な声掛けなど意識的なつながりの継続 他)495 件 

計 509 件 

ひとり親世帯の把握数 8 世帯 

 

い
ち
ご
の
実 

【場所】みんなのお家だんらん（基本） 
【開催日】平日の水曜以外（ただし 1 日・11 日・21 日はなし） 【時間】９～１７時 
【学習支援協力者】３人 

月 回数 利用者 備考 

前年度 延３回 実１人 延３人（全中学生）  

５月 １回 実１人 延１人  

６月 １回 実１人 延１人  

７月 １回 実１人 延１人 学校同行１回 

８月 １回 実１人 延１人 学校同行１回 

９月 ３回 実２人 延４人  

１１月 １回 実１人 延１人  

１２月 １４回 実１人 延１４人 学校同行１回 

１月 １１回 実２人 延１２人 学習支援７回 

２月 １６回 実１人 延１６人 学習支援９回 

３月 ９回 実１人 延９人 学習支援５回 

計 ５８回 実３人 延６０人（全中学生）  
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若
者
の
居
場
所
「
（
（
ゆ
か
り
）」 

【目的】若年層を中心に、相談や社会参加、就労体験等を通じて自立を支援する。 
【対象者】ひきこもりや不就労等の人  【開催日時】毎月第１月曜 11:00～12:00(基本) 
【会場】みんなのお家だんらん  【活動内容】カフェを中心 

№ 開催日 活動者 地域サポーター サポステ 合計 

前年度 延２７人 延９人 延８人 延４４人 

1 R7/4/7(月) ３人 １人  ４人 

2 6/2(月) 3 人 1 人 １人 ５人 

3 7/7(月) ３人 １人  ４人 

4 8/18(月) １人 １人  ２人 

5 9/8(月) ２人 １人  ３人 

6 10/6(月) 4 人 1 人 1 人 6 人 

7 11/10(月) 4 人 1 人  5 人 

8 12/8(月) 4 人 1 人  5 人 

9 R8/1/19(月) 3 人   3 人 

10 2/2(月) 3 人   3 人 

11 3/2(月) 4 人   4 人 

計 延 34 人(実３人) 延 8 人(実１人) 延 2 人(実１人) 延 44 人(実 4 人) 

※サポステ：秋田若者サポートステーション 

 

施策・事業８ 自殺対策 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 地域での気づき・見守り活動の支援と自殺予防活動の強化・充実に向けた人材育成 

 １ 人材育成 ※町受託 
  傾聴ボランティア養成講座 

― 
（事業受託なし） 

２ 「傾聴ボランティアの会一
休さん」への協力 

〇 社協が事務局を担ってきた体制から、会員主体の体制
に転換。だんらんでのサロン活動など側面的支援は継
続。 

２ 自殺に関する啓発・周知の推進 

 １ 専門相談の実施 ※町受託 〇 事業継続の検討→下記参照 

 

専

門

相

談 

【目的】住民の心配ごとや生活に関する相談に応じ、必要な助言を行うことで精神的安定と福祉の
向上を図る。 

【相談員】弁護士  【開催】月 1 回 

月 件数 内容 

前年度 11 件 金銭トラブル、家族関係、相続、労災、親族の借金、土地問題 

Ｒ7/4 月 3 件 家庭相談、金銭問題、相続相談 

  ５月 1 件 相続相談 

8 月 1 件 相続相談 

12 月 1 件 代金未払いの相談 

1 月 1 件 相続相談 

2 月 1 件 近隣トラブル 

ｷｬﾝｾﾙ １件 10 月：相談者来所せず（自己破産について） 

計 6 回 9 件 6 月・7 月・9 月・11 月・3 月は申し込みなし 

 

施策・事業９ 生活基盤の整備 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 障害者・生活困窮者・ひとり親世帯等支援が必要な人たちへの合理的配慮を基本とした就労支援 

 １ 町や関係機関との連携 〇 特に障害者支援では良好。 

 ２ 企業や事業所との連絡調整 〇 同上。密な連絡調整がなされている。 

 

施策・事業１０ 共生型サービスの推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 多様な生活段階における支援と分野横断的な取組みの推進 

 １ 制度のはざまへの柔軟な対
応 

△ サービス利用者への対応はできているが、広く個人に
対しては困り事等の話は聞けていない。 
・介護用品の貸し出し→下記参照 
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 ２ ネットワーク力の強化 
 

〇 サービス利用者の関係者に必要時に情報提供を行って
いる。 

 ３ 助け合い倶楽部事業 ※町
受託 

〇 →下記参照 

 ４ 新生児お祝い事業 〇 民協が贈呈しているお祝い品の費用を分担。その際に
添付する文書に、社協が関与していることを記載して
いる。【参考】贈呈数 14 件(上半期６下半期８) 

 

福

祉

用

具

貸

出 

【内容】介護保険事業での福祉用具のレンタルができない、そぐわない等の場合に、社協
が所有する福祉用具を貸し出す。 

【貸出用具・所有数】車いす（R8/3 月末現在の所有数：４台） 
ベッド（Ｒ8/3 月末現在の所有数：6 台） 

【利用料】無料 但し、ベッドは返却時にマットレスクリーニング代の費用負担あり。 
【貸出実績】車いす９件(実５人)、ベッド１件(継続) 

 車いす ベッド 

貸出中 追加 廃棄 在庫 貸出中 追加 廃棄 在庫 

前年度末 1 台   2 台 1 台   5 台 

R7/9 月末 0 台 1 台 0 台 ４台 1 台 0 台 0 台 5 台 

R8/3 月末 １台   ３台 １台   ５台 

 

助

け

合

い

倶

楽

部 

【目的】住民主体の助け合いを基本とし、孤立防止・生きがいづくりに寄与し、事業を通じて地域の
福祉力の向上を図り、共生社会の充実・助け合いの地域づくりを目指す。 

【内容】介護や家事、通院同行、子育て支援、除排雪等のサービスを提供。生活上の負担軽減や子育
てのリフレッシュ等を図り安心した生活を支援。 

【対象者】独居高齢者や障がい者、高齢者・障がい者世帯、子育て世帯、経済的に困窮している人や
社会的孤立状態の人等。 

 利用者 活動者 

登録 

実利用 延利用 

登録 

実活動 
新規 抹消 末日人数 新規 抹消 

末日 
人数 

前年度末 ０人 １人 31 人 22 人 457 人 0 人 1 人 20 人  

4 月 2 人 5 人 28 人 13 人 41 人 3 人 1 人 22 人 14 人 

5 月  1 人 27 人 11 人 34 人 1 人  23 人 11 人 

6 月 2 人 １人 28 人 12 人 38 人   23 人 10 人 

7 月  2 人 26 人 10 人 44 人   23 人 11 人 

8 月  １人 25 人 8 人 25 人   23 人 8 人 

9 月 １人  26 人 10 人 38 人   23 人 11 人 

１０月   26 人 9 人 39 人   23 人 10 人 

１１月   26 人 8 人 32 人   23 人 8 人 

１２月   26 人 8 人 30 人   23 人 8 人 

１月   26 人 9 人 30 人   23 人 8 人 

２月 １人  27 人 9 人 33 人   23 人 11 人 

３月 2 人 1 人 28 人 9 人 31 人  1 人 22 人 9 人 

計 8 人 11 人 実 39 人 実 22 人 415 人 ４人 ２人 実 26 人 実 17 人  
助
け
合
い
倶
楽
部    
種
別
ご
と
利
用
件
数 

種別 
前

年

度 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10 

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

3 

月 
計 

買い物 69 11 10 9 11  8 9 3 4 2 2 3 72 

調理 103 8 6 8 9 8 8 9 8 7 8 8 8 95 

掃除 218 16 18 19 26 15 19 20 18 16 16 16 18 217 

洗濯 18              

話し相手 87 9 9 9 12 6 7 13 10 9 10 13 9 116 

外出同行 28 3 1 4 1 1 5 2 3 2 3 4 4 33 

薬取り 9  1 2    2 1 2 2 1 3 14 

薬仕分け 10     1        1 

服薬確認 11 2 1 3 6 5 6 2 1   2 3 31 

除雪 32              

その他 31     1  5 4 4 4 4 4 26 

託児 4 3          2  5 

計 616 52 46 54 65 37 53 62 48 44 45 50 52 610 

※外出同行：通院・受診同行   ※その他：ごみ出し・雪寄せ(計 9 件) 
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施策・事業１１ 災害時の体制及び対応の強化 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 防災への意識と心構えの周知 

 １ 福祉座談会（再掲） － 基本目標１－施策・事業２－項目1－2 

２ 災害発生時の行動、発生後の状況把握や支援、事業の維持・継続等に向けた関係部局との連携 

 １ 関係部局との連携 △ 県総合防災訓練への参加協力。準備段階で備品確認を実施。
災害ボランティアセンター設置マニュアルの見直しが必要。 

 

施策・事業１２ 災害時要支援者対策の推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 災害時要支援者の把握、個別避難計画の作成 

 １ 担当部局からの情報収集 △ 個別避難計画の作成手順など具体的な情報を得られて
いない。今後町の動向を見ながら、できることを検討
していく。 

２ 災害ボランティアセンター設置・運営、役割・機能に関する関係部局との共通理解と体制整備 

 １ 小坂町災害ボランティアセ
ンターの設置・運営等に関す
る協定書の見直し 

△ 8/31 実施の県総合防災訓練をきっかけに、事務レ
ベルで再確認。見直しの協議はこれから。 

 ２ 行政担当部局との意見・情
報交換 

△ 8/31 実施の県総合防災訓練をきっかけに、事務レ
ベルで再確認。実際の洪水災害時には、災害ボラン
ティアセンター及び福祉避難所となっている福祉保
健総合センターが危険エリア内のため、各機能に課
題があり再協議が必要と思われる。 

 ３ 秋田県主催の防災訓練への
参加 

〇 8/31 実施。小坂町担当訓練として避難所から福祉
避難所への移送訓練参加。また、鹿角市担当訓練へ
の参加を鹿角市社協に打診し、災害ボランティアセ
ンター設置運営訓練に参加。 
・参加職員数：福祉避難所関係3人(地域、介護) 
  災害ボランティアセンター関係４人(総務、地域) 

 

施策・事業１３ 地域安全活動の推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 防犯活動の推進と消費生活に関する啓発 

 １ 戸別訪問（再掲） － 基本目標1－施策・事業2－項目1－1 

 ２ 福祉座談会（再掲） － 基本目標１－施策・事業２－項目1－2 

 ３ 最新情報の収集 〇 町からの情報は、毎月の福祉課との定例会と社協内地域福祉
班会議で共有。対応について検討する場合もある。積極的に
警察から収集した情報や県から届く注意喚起のチラシは、福
祉座談会や戸別訪問時に配布。 

 

施策・事業１４ 介護福祉の人材育成と確保 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 介護の人材確保に向けた情報提供や研修への参加促進 

 １ 町や他の社会福祉法人
との意見・情報交換 

〇 一昨年、町と小坂ふくし会と三者で学校訪問をして人材確
保に努めたが、昨年は学校自体に学部閉鎖などがあり訪問
を見送った。また、外国人雇用についても現実的ではなくそ
の後の進展はない。小坂ふくし会の施設整備計画の進捗及
びそれぞれの法人の将来にわたる経営の見通し等について
意見・情報交換を行っている。 

２ 介護職員の処遇改善や人材育成の見える化の促進 

 １ ＩＣＴ化の推進 △ ＩＣＴ化ではないが、２月から調理員体制を見直して介護
職員の確保に努めた。 

３ 生活支援コーディネーターや相談支援を行う職種、地域福祉活動の中心となるコミュニティソーシ

ャルワーカーの育成と確保 
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 １ 研修会への参加 〇 現在３人のコミュニティソーシャルワーカーを配置。 

 ２ 計画的な職員採用に向
けた町との意見交換 

〇 次年度の職員体制、受託事業の見直し、町の介護保険事業
の動向など、近い将来を見据えた意見交換を行った。 
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施策・事業１ 相談窓口での有効活用 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ パンフレット、ガイドブックを活用した情報提供の推進 

 １ チラシ等の設置（再掲） ― 基本目標 1－施策・事業 1－項目 1－２ 

 

施策・事業2 生活基盤の促進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 生活課題を抱える要支援者の安心した生活を支える事業の推進 

 １ 配食サービス事業 ※町受託 〇 これまでの週３回を６月から週４回に増やして実
施。併せて、経費負担増により町受託金及び利用
料金の値上げを実施。 
【町受託金】1 食５００円→６００円 
【利用料金】フルセット４００円→５００円 

（おかず３６０円→４４０円 
       ご飯・おつゆ各２０円→３０円） 
→下記参照 

 ２ 助け合い倶楽部事業(再掲) ― 基本目標 2－施策・事業 10－項目 1－3 

 ３ ふれあい安心電話事業 ※町受託 △ 設置希望には対応できた。3 か月ごとの集金以外
の訪問はできなかったが、訪問時には利用者の状
況や状態の確認を丁寧に行った。→下記参照 

 ４ 高齢者等交流拠点利用支援事業 
※町受託 

〇 当初の「９月まで」という計画に対し、「新規利
用者は増やさない方向で継続実施してほしい」と
の町の意向を受けて継続実施。→下記参照 

 ５ おせち料理配食事業 〇 R7.11.5 援助判定基準検討委員会 
R7.12  対象者調査を民生委員に依頼 
R7.12.10 援助判定検討委員会 
R7.12.31 民生委員を通して配食 

配食数 50 食 
（＠3,000 円 ※十和田湖分別料金） 

 ６ 新たな事業の検討 × 事業の内容や必要性などの協議に至っていない。 

 ７ 介護保険事業 
  ①デイサービスゆーとりあ 
  ②デイサービスくるみ 
  ③認知症対応型通所介護心春 
  ④居宅介護支援事業所 

 
〇 
〇 
〇 
〇 

→下記参照 
①退職：看護師 1 人(R7/9/30) 

介護士１人(R8/3/31) 
採用：介護士１人(R7/10/1) 

看護師１人(R7/12/8) 
③退職：介護士 1 人(R8/3/15) 

介護員１人(R8/3/31) 
④R7/9/19(金)情報公表制度の訪問調査 

 ８ 「かようカフェ」の開催 〇 社協所属の認知症推進員が積極的に関わってい
る。基本目標１－施策・事業２－1－５参照 

９ 社会福祉法人連携の推進 
   

〇 町の福祉サービスの将来像については意見・情報
交換ができている。上半期では、社協会長及び役
員、町長、小坂ふくし会理事長と共に先進地視察
を実施。その後理事協議会を開催し現状と今後に
ついて話し合った。小坂ふくし会の施設移転計画
実施の動向に関する情報交換や、町との事務レベ
ルでの打ち合わせは都度実施。 
＜三者合同先進地視察＞ 
【目的】高齢者福祉エリア構想検討のため 
◎職員研修 
【期日】R7/5/22(木) 
【視察場所】青森県東北町 
【視察先】シルバーハウジング、小規模多機能型

居宅介護事業所 
【参加人数】職員２人 
◎役員研修 
【期日】R7/7/29(火) 

基本目標３ 持続可能なサービス提供と支援体制の確保 



- 20 - 

 

【視察場所】青森県東北町 
【視察先】シルバーハウジング、特養、 

小規模多機能型居宅介護事業所 
【参加人数】理事４人、監事１人 
＜担当課との打合せ＞R7./5/8(木)10～11時 
 
下半期には、小坂ふくし会の施設整備計画に関す
る意見・情報交換を密に行い、社協の将来増を模
索。理事協議会を開催し役員間の共通理解を図っ
た。 
＜三者合同先進地視察＞ 
◎職員研修 
【期日】Ｒ8/2/18(水)～20(金) 
【視察場所】兵庫県(神戸市、尼崎市)  
【視察先】兵庫県庁、社会福祉法人きらくえん 
【参加人数】職員２人 

 

配
食
サ
ー
ビ
ス 

対
象
者
別
利
用
者
・
食
数 

【対象者】独居高齢者、高齢者世帯、障がい者など身体状況が虚弱で日々の食事作りに支障をき
たす人 

【回数】４～５月：週３回(月・水・金)まで  ６月～：週４回(月・水・木・金)まで 
【内容】夕食を提供 
【利用料】４～５月：おかず 360 円、ご飯 20 円、おつゆ 20 円 
     ６月～ ：おかず 440 円、ご飯 30 円、おつゆ 30 円 
【調理体制】個人ボランティアグループ、花輪ふくし会わいわい、かまどや（鹿角市） 
【配食体制】個人ボランティアのペア 

 
総食数 

（食） 

高齢者 障がい者 

登録(人) 実利用 

(人) 

延食数 

(食) 

登録(人) 実利用 

(人) 

延食数 

(食) 新規 抹消 総数 新規 抹消 総数 

前年度 3,868 15 15 18  2,627 5 8 7  1,241 

4 月 297 3  21 20 223   7 7 74 

5 月 285  1 20 18 208   7 7 77 

6 月 351 1  21 21 258 1  8 8 93 

7 月 369 1 3 19 19 265 1  9 9 104 

8 月 335 1  20 18 230   9 9 105 

9 月 349   20 20 241   9 9 108 

10 月 365 2 4 18 17 244 1  10 10 121 

11 月 298  2 16 15 191   10 10 107 

12 月 266  2 14 13 159   10 10 107 

1 月 251  2 12 11 146   10 10 105 

2 月 254   12 11 146   10 10 108 

3 月 288 2  14 13 174   10 10 114 

計 3,708 10 14 実 28 実 28 2,485 3 0 実 10 実 10 1,223 

 

実

施

回

数 

・

事

業

体

制 

【調理体制】個人ボランティアグループ、花輪ふくし会わいわい、かまどや（鹿角市） 
【配食体制】個人ボランティアのペア 

 実施回数（回） ボランティア人数(人) 

総数 
月 水 木 金 調理 配達 

ﾎﾞﾗ 業者 ﾎﾞﾗ 業者 ﾎﾞﾗ 業者 ﾎﾞﾗ 業者 実 延 実 延 

前年度 154 42(9) 44（9） － 41(9)     

4 月 13 4  5  － － 4  11 39 8 26 

5 月 13 3 1 4  － － 5  11 36 8 26 

6 月 17 5  4   4 3 1 10 36 9 34 

7 月 18 3 1 5   5 4  11 36 9 36 

8 月 17 3 1 3 1  4 5  10 33 9 36 

9 月 17 4 1 3 1  4 3 1 10 30 9 34 

10 月 19 3 1 5   5 4 1 11 36 8 38 

11 月 17 3 2 4   4 4  10 28 8 32 
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12 月 16 4  4   4 4  11 34 7 32 

1 月 16 3 1 4   4 4  11 31 7 31 

2 月 16 3 1 3 1  4 4  10 26 7 32 

3 月 17 5  4   4 3 1 11 33 6 33 

計 196 43 9 48 3 0 42 47 4 13 398 9 390 

 

ふ

れ

あ

い

安

心

電

話

事

業 

【目的】独居高齢者及び身体障害者等に対し、緊急通報装置を給付または貸与することにより急病
や災害時の緊急時に迅速かつ適切な対応を図る。 

【対象者】おおむね６５歳以上の独居高齢者、高齢者世帯の虚弱な人等  
【利用負担金】1 か月８００円（利用者負担６００円 県社協補助金(R4 年度)充当２００円） 

月 新規 取外 
設置 

備考 稼働数 休止数 廃止数 

前年度末 ５台 ５台 １台  

４月  １台 ７台 ３台  廃止→取外(１台) 休止→稼働(２台) 

７月 １台 １台 ６台 ４台  
稼働→休止(２台) 休止→廃止(１台) 
廃止→取外(１台) 

８月 １台 １台 ７台 ３台  休止→廃止→取外(１台) 

10 月   6 台 4 台  稼働→休止(1 台) 

11 月  3 台 6 台 1 台  休止→廃止→取外(3 台) 

12 月   4 台 3 台  稼働→休止(2 台) 

※メインセンター(立山科学)への通報：４件(誤操作２件、電源異常(電池切れ)２件) 

サブセンター(町社協)への着信：１件(体調不安の訴え) 

 

高

齢

者

等

交

流

拠

点

利

用

支

援

事

業 

【目的】要援護高齢者及び障がい者等が高齢者交流拠点利用することで自立した生活の継続と要介
護状態への進行を防止することにつなげ保健福祉の向上を図る。 

【開設日】週３回(月・水・金)  【場所】ゆーとりあ 
【支援内容】送迎、見守り、生活相談他 ※清掃業務は、町がシルバー人材センターへ委託 

 
登録者 実利用者 延利用者 

回数 
女性 男性 女性 男性 女性 男性 計 

前年度末 5 人 3 人 5 人 3 人 753 人 433 人 1,096 人 154 回 

R7/4 月 5 人 3 人 5 人 2 人 60 人 26 人 86 人 13 回 

5 月 5 人 3 人 5 人 2 人 61 人 26 人 87 人 13 回 

6 月 5 人 3 人 5 人 2 人 63 人 26 人 89 人 13 回 

7 月 5 人 3 人 5 人 2 人 57 人 26 人 83 人 13 回 

8 月 5 人 3 人 5 人 2 人 53 人 26 人 79 人 13 回 

9 月 5 人 3 人 5 人 2 人 61 人 26 人 87 人 13 回 

10 月 5 人 3 人 5 人 2 人 63 人 28 人 91 人 14 回 

11 月 5 人 3 人 5 人 2 人 52 人 19 人 71 人 12 回 

12 月 6 人 3 人 6 人 1 人 53 人 2 人 55 人 14 回 

Ｒ8/1 月 6 人 2 人 6 人 0 人 41 人 0 人 41 人 10 回 

2 月 6 人 2 人 6 人 0 人 49 人 0 人 49 人 12 回 

3 月 6 人 2 人 6 人 0 人 45 人 0 人 45 人 13 回 

計 実 6 人 実 3 人 6 人 2 人 658 人 205 人 863 人 153 回 
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介

護

保

険

事

業 

 

通

所

介

護 

項 目 時期 デイサービスゆーとりあ デイサービスくるみ 認知症対応型通所介護心春 

形態(前年度) 年間 地域密着型(通常型) 短時間 地域密着型 

定員(前年度) 年間 １８人(25) １０人(10) １０人(10) 

営業 年間 
月～土 

９時～１６時 
火・金 

１０時～１５時 
月～土 

９時～１６時 

延営業日数(前年同期) 

上半期 １５７日(157) ５３日(52) １５７日(157) 

下半期 １５２日(152) ５１日(49) １５２日(152) 

年間 ３０９日(309) １０４日(101) ３０９日(309) 

延利用者数(前年同期) 

上半期 2,563 人(3,104) ４１３人(303） 1,182 人(898) 

下半期 2,350 人(2,616) ２７９人(312) 1,124 人(943) 

年間 4,913 人(5,720) ６９２人(615) 2,306 人(1,841) 

一日平均利用者数(前年同期) 
目標値：ゆーとりあ１６人 
    くるみ８人 
    心春７人 

上半期 
１６．３人(19.8) 

(目標達成) 
７．８人(5.8) 

８人 
７．５人(5.7) 

(目標達成) 

下半期 
１５．５人(17.2) ５．５人(6.4) ７．４人(6.2) 

(目標達成) 

年間 
１５．９人(18.5) ６．７人 ７．５人(6.0) 

(目標達成) 

介護保険収入累計 
(前年同期) 

上半期 
29,376,702 円 
(29,294,099) 

2,085,700 円
(1,498,332) 

16,187,897 円 
(10,570,604) 

下半期 
27,507,719 円 

（26,434,562） 
1,534,600 円 

（1,519,418） 
15,288,810 円 
(12,569,867) 

年間 
56,884,421 円 
(55,,728,661) 

3,620,300 円 
(3,017,750) 

31,476,707 円 
(23,140,471) 

利用者一人当たりの平均収入
単価(前年同期) 

上半期 
11,462 円 
(9,438) 

5,050 円 
(4,945) 

13,695 円 
(11,771) 

下半期 
11,705 円 
(10,105) 

5,500 円 
(4,870) 

13,602 円 
(13,330) 

年間 
11,578 円 
(9,743) 

5,232 円 
(4,907) 

13,650 円 
(12,570) 

１回あたりの食費(前年度) 年間 ６００円(600) ６００円(500) ６００円(600) 

 

居

宅

介

護

支

援

事

業

所 

項目 R6.9 月末 R7.3 月末 R7.9 月末 R8.3 月末 

実登録者数 ７６人 ７３人 ７５人 ７４人 

要介護３～５ １８人 １３人 ２０人 １８人 

要介護１～２ ５８人 ６０人 ５５人 ５６人 

実利用者数 ７０人 ６５人 ７３人 ７０人 

要介護３～５ １８人 １３人 １９人 １５人 

要介護１～２ ５２人 ５２人 ５４人 ５５人 

延登録者数 ４５６人 ９０９人 ４３９人 ８６０人 

要介護３～５ １０７人 １９７人 ９５人 ２０６人 

要介護１～２ ３４９人 ７１２人 ３４４人 ６５４人 

延利用者数 ４１６人 ８３６人 ４２２人 ８３５人 

要介護３～５ ９６人 １８１人 ９１人 １９３人 

要介護１～２ ３２０人 ６５５人 ３３１人 ６４２人 

請求件数 ４１６件 ８３６件 ４２２件 ８３５件 

延単位数 626,169 単位 1,251,815 単位 545,652 単位 1,081,952 単位 

 ※月平均利用者数：69.6 人（目標値 70 人） 

 ※事業所加算：R6 年度→Ⅲ(323 単位) R7 年度→A(114 単位) 

 

施策・事業3 地域の支援体制づくりの推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 地域福祉を支える人材育成と支援 

 １ 出前講座（再掲） ― 基本目標 2－施策・事業 3－項目 2－1－② 

２ 地域における支え合い活動の推進 

 １ 助け合いの地域づくり
モデル事業(新規) 

△ 10/23 中小坂でワークショップ実施。生活支援体制の構
築に向けて引き続き理解を促す。 
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施策・事業4 生活支援コーディネーター活動 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 地域見守りネットワーク情報交換会の開催や居場所づくりで寄せられた意見を自治会訪問、協議体

での課題解決に向けた検討・協議 

 １ 地域見守りネットワーク情報交
換会（再掲） 

― 基本目標 2－施策・事業 2－項目 1－2 

 ２ 協議体での検討・協議 × 協議体での検討は未実施。多くの町民が雪問題で
困っている。移動や買い物は近隣や知人の助け、
買い物は配送を利用しているなど、今は困ってい
ないが将来的に不安はあるという人が多い。 

 ３ 短期集中お元気パワーアップ事
業（再掲） 

― 基本目標 2－施策・事業 3－項目 2－1－① 

 ４ 地域の「通いの場」訪問(再掲) ― 基本目標 1－施策・事業 2－項目 1－4 

 

施策・事業5 地域での介護予防・健康づくり事業の推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 介護予防と健康づくり事業の一体的推進 

 １ 男性を対象とした機能向上事業
KABU 筋男組 ※町受託 

〇 登録数、参加率ともに上昇。参加者同士の連帯感
も出てきている。下半期は移動研修の予定を料理
教室に変更して実施。→下記参照 

２ さっといげる場所かしの木 〇 高年齢者が多く、個々の身体状況に気を配ってい
る。参加者の異変を町などと情報共有し、疾病が
発覚し医療につながったケースがあった。自主グ
ループ化の計画は見直し。→下記参照 

２ 通いの場活動の推進 

 １ 地域の「通いの場」訪問(再掲) ― 基本目標 1－施策・事業 2－項目 1－4 

 

男
性
を
対
象
と
し
た
機
能
向
上
事
業 

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
筋
男
組 

【目的】介護予防事業に参加していない男性を対象に、身体機能の維持向上や他者との交流機会
の場を提供。 

【内容】主に理学療法士の指導のもと介護予防運動を通じて、機能維持や身体能力の向上を図る。 
    評価計測、歩行訓練、体操、ゲーム、イベント、屋外歩行等 
【対象者】地域住民（男性限定）5 分以上継続して歩行できる人 
【実施日時】毎週月曜（祝日は休み）10:00～11:30 ※R6 年度まで金曜 
【会場】セパーム 他 【参加費】1 か月 500 円 

月 回数 登録者数 延参加者数 平均参加者/回 延サポーター 備考 

前年度 50 回 実 16 人 415 人 8.3 人 36 人(実 4 人)  

4 月 4 回 14 人 44 人 11 人 1 人 28 日:桜見る 

5 月 3 回 14 人 29 人 9.7 人 3 人 19 日:競技場～康楽館 

6 月 5 回 14 人 57 人 11.4 人 3 人 
23 日:金属鉱業研修技術

センター見学 

7 月 3 回 14 人 27 人 9 人 1 人  

8 月 3 回 15 人 38 人 12.7 人 3 人  

9 月 4 回 15 人 48 人 12 人 1 人 8 日:中小路の館で権現舞見る 

10 月 3 回 15 人 32 人 10.6 人 3 人  

11 月 ３回 15 人 34 人 11.3 人 3 人  

12 月 ４回 15 人 46 人 11.5 人 4 人  

1 月 ３回 15 人 33 人 11 人 3 人  

2 月 ３回 14 人 32 人 10.6 人 3 人  

3 月 ５回 14 人 61 人 12.2 人 5 人 9 日:料理教室 

計 43 回 実 15 人 481 人 11.2 人 33 人(実 1 人)  
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【目的】男性を対象に、気軽に集まって運動や趣味活動を通じて、機能維持や身体能力
の向上を図る。（介護予防） 

【内容】体操・屋外歩行、趣味活動など。定期的な測定を実施。理学療法士による運動 
指導もあり。 

【対象者】地域の男性住民（定員：６人程度） 【参加費】1 回 200 円 
【開催日時】毎週水曜 10：00～11：30  【会場】みんなのお家だんらん 他 

月 延回数 延人数 平均参加者/回 登録者数 備考 

前年度 49 回 284 人 5.8 人 7 人  

4 月 5 回 32 人 6.4 人 7 人  

5 月 4 回 26 人 6.5 人 7 人  

6 月 4 回 29 人 7.3 人 8 人  

7 月 5 回 37 人 7.4 人 9 人  

8 月 3 回 20 人 6.7 人 8 人 お盆にて 1 回休み 

9 月 4 回 27 人 6.8 人 8 人  

10 月 5 回 40 人 8.0 人 9 人  

11 月 4 回 30 人 7.5 人 9 人  

12 月 4 回 28 人 7.0 人 8 人 年末にて 1 回休み 

1 月 4 回 23 人 5.8 人 8 人  

2 月 3 回 18 人 6.0 人 8 人 祝日にて 1 回休み 

3 月 4 回 25 人 6.3 人 8 人  

計 49 回 335 人 6.8 人 実１０人  

 

施策・事業6 自治会を単位とした小地域福祉活動の推進 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 自治会活動との連携、住民参加型福祉サービスの推進 

 １ 助け合い倶楽部事業（再掲） ― 基本目標 2－施策・事業 10－項目 1－3 

２ 助け合いの地域づくりモデル事業(再掲) － 基本目標 3－施策・事業 3－項目 2－1 
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施策・事業１ 各種ボランティアの育成 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ ボランティア養成講座 

 １ 課題解決に向けた内容の講座 × 解決を目指す課題の選定ができていない。 

２ ボランティア活動のコーディネート 

 １ ボランティアセンター機能の
再構築 

× 各事業ごとに活動者を募って対応はできたが、ボラ
ンティアセンターとしての機能ではなく、再構築と
は言えない状態。 

 ２ 社会資源拡充必要の発信 
 

△ 民協定例会で既存の社会資源の確認のためのマップ
作りを行ったことは好評だった。一方で、社会資源
拡充必要の、社協内での情報共有は不十分。 

 ３ 除雪ボランティア活動の推進 〇 【対象者】除雪困難と思われる概ね80歳以上の一
人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者のある世帯 
【調査方法】民生児童委員に依頼（R7/11 月） 
 →下記参照 

 ４ ボランティア活動に関する保
険加入の相談、手続き 

〇 上半期：相談・手続き１件 
下半期：除雪ボランティア関係 

 ５ 機関紙かだるの発行 〇 ４回（４月、７月、１０月、１月）発行 
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期日 対象世帯 活動者 備考 

R8/1/28(水) 7 世帯 
３０人 
鹿角高校２年生９人、小坂ふくし会１２人、消防小
坂分署 5 人、社協４人 

鹿角警察に
も協力打診 

2/4(水) ６世帯 
２７人 
鹿角高校１年生９人、小坂ふくし会１２人、消防小
坂分署 3 人、社協 3 人 

鹿角警察に
も協力打診 

2/12(木) 9 世帯 
３５人 
小坂ふくし会 5 人、役場 15 人、県 9 人、社協 6 人 

地域貢献活
動 

2/16(月) 
４世帯 

２公共施設 
小坂中学校全学年 

 

 

施策・事業２ 福祉団体の活動支援 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 各種団体等の活動支援、加入支援、意見交換 

 １ 小坂町身体障害者協会事務局 △ 会員の減少が著しく組織活動の停滞が続いている。 

→下記参照 

 ２ 小坂町共同募金委員会事務局 〇 福祉への理解と地域づくりに向け、募金活動を推
進する。→下記参照 
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事業名等 期日 会場 内容 備考 

市町村身障協会会長・
事務局会議 

R7/6/19(木） 秋田市 
県の事業について、情
報交換 

会長 

第 27 回参議院選挙期日
前投票所投票立会関係 

R7/6 － 投票所投票立会人選出 会員１人 

R7/7/4(金)～
7/19(土) 

うち定められた日 
役場 投票所投票立会 会員１人 

県身障協会会長表彰審
査委員会 

R7/8/7(木) 
ゆーとりあ 
(オンライン) 

会長表彰審査 会長 

第 43 回秋田県身体障害
者福祉大会 

R7/10/23(木) 秋田市 県福祉大会 
会員 2 人 
事務 2 人 

第 51 回衆議院選挙期日
前投票所投票立会関係 

R8/1 － 投票所投票立会人選出 会員１人 

R8/1/28(水)～ 
2/7(土) 

うち定められた日 
役場 投票所投票立会 会員１人 

基本目標４ 地域福祉を担う人材・仕組みづくりの推進 
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事業等 期日 会場 内容 備考 

監査会 R7/5/8(木) ゆーとりあ Ｒ６年度監査 
監事 2 人、会長、
事務局 2 人 

第 1 回 
応援助成事業 

4/10(木)～
5/9(金) 

― 募集（自治会・団体） 
申請：5 自治会 

5/15(木) ゆーとりあ 一次審査 
地域福祉班、事務
局 

5/28(水) ゆーとりあ 二次審査 審査委員 3 人 

5/30(金) ― 決定通知 決定：5 自治会 

第 １ 回 県 共 募
評議員会 

6/13（金） 秋田市 
R6 年度事業報告・収支決
算の承認 他 

会長 

担当職員会議 6/16(月) 秋田市 年度事業の説明 事務局 1 名 

運営委員会 7/4(金) ゆーとりあ 
役員選任 
事業・決算報告 

運営委員 7 人 
監事 1 人 
事務局 3 人 

第 2 回 
応援助成事業 

7/14(月)～
8/1(金) 

― 募集（自治会・団体） 
申請：1 自治会 

8/7(金) ゆーとりあ 一次審査 
地域福祉班、事務
局 

8/20(水) ― 二次審査(書面審査) 審査委員５人 

8/20(金) ― 決定通知 決定：1 自治会 

第 ２ 回 県 共 募
評議員会 

8/5（火) 秋田市 役員の選任 他 
栗山会長 

運動推進会議 8/20(水) 秋田市 運動計画等 事務局 1 人 

運営委員会 9/1（月） ゆーとりあ 赤い羽根募金運動計画 
運営委員 6 人 
事務局 3 人 

自治会説明 
期間 

9/8(月)～
9/12(金) 

ゆーとりあ 
運動計画の説明、協力依頼
等※期間中の自由参加方
式 

22 自治会参加 

街頭募金活動 10/1(水) 
ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ 
小坂店前 

 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 3 名 
事務局 3 名 

イ ベ ン ト 募 金
活動 

10/12(日) 
小坂鉄道レ
ールパーク 

鉄道まつり 2025 
 

運営委員会 Ｒ8/3/18(水) ゆーとりあ 次年度計画・予算 
運営委員 7 名 
事務局 3 名 

 

施策・事業３ 自治会活動の支援 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 自治会活動の支援 

 １ くらしの安心サポート推進事業 〇 軽トラック・除雪機とも実績なし 

 ２ 必要に応じた支援 〇 自治会からの相談や要望なし 

 

施策・事業４ 小坂町による活動支援 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 地域・生活課題の解決に向けた本会の活動支援と連携強化 

 １ 財源の確保に向けた町との協議 〇 会長が町長を訪問して社協の実状を伝える中で、
財政面での支援もお願いしている。 
【町長訪問】Ｒ7/4/11(金)、6/9(月)、

R8/1/5(月) 
【担当課との打合せ】R7/7/18(金) 

 ２ 事業見直しの検討 〇 次年度については継続。以降については内部協議
を踏まえ担当課と協議していく。 
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施策・事業５ 事業者等との連携・調整の場の確保 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 福祉関係事業所等との連携・調整の場の確保 

 １ 地域福祉推進委員会 ○ 第１回：R7/11/20(木) 出席委員：10 人(全 11 人) 
○協議内容：地域福祉事業上半期進捗状況、中期経営計 

画の考え方について 
第２回：R8/2/24(火) 出席委員：10 人(全 11 人) 
 ○協議内容：地域福祉事業下半期進捗状況、中期経営計画

の内容について 

 ２ 在宅支援推進委員会 〇 第１回：R7/11/25(火) 出席委員：6 人(全 11 人) 
 ○協議内容：在宅支援事業上半期進捗状況、中期経営計画

の考え方について 
第２回：R8/2/26(木) 出席委員：8 人(全 11 人) 
 ○協議内容：在宅支援事業下半期進捗状況、中期経営計画

の内容について 

 ３ 地域ケア会議への参加 〇 【開催日】毎月第４水曜を基本 
Ｒ7/4/23、5/28、6/25、7/23、8/27、9/24、
10/22、11/26、12/24、R8/1/28、2/25、3/25 

【参加者】生活支援コーディネーター１人、コミュニティソ
ーシャルワーカー１人、理学療法士１人、通所介
護事業所生活相談員２人、介護支援専門員１人 

 ４ 福祉サービスにおける
担当者会議への参加 

〇 随時参加 

 ５ 福祉課との情報交換会 〇 【開催日】毎月第２火曜を基本 
     R7/4/9，5/14、6/11、7/9、9/17、10/8、

11/12、12/10、R8/1/14、2/18、3/11 
（8 月開催なし） 

【参加者】地域福祉事業担当５人、介護予防事業担当１人 

 
施策・事業６ 福祉教育の推進 

項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 様々な世代を対象とした福祉教育や体験活動の場の提供 

 １ 災害ボランティア研修会 〇 災害ボランティア活動実地訓練 
【開催日】R7/10/9(木) 【会場】セパーム 
【内容】 
講義：災害ボランティアセンターの仕組みや役割 
   地域の様々な担い手の参加と協力について 
【演習】災害ボランティアセンター設置・運営訓練 
【参加者】33 人 

（自治会 8、民生児童委員 5，日赤奉仕団 3， 
役場 2，社協役職 5・職員 10） 

２ 学校・社会教育・地域・町等との事業連携 

 １ 小中学校との連携による福祉教
育 

〇 小坂小学校4年生の総合学習の授業で車いす体験
実施 
【期日】R7/10/15(水) 
【会場】小学校鉱山の子ホール・体育館 
【実施者】地域福祉班２人、介護保険班２人 

 ２ 学校との連携による除雪活動 〇 鹿角高校：R8/1/28(水)2 年生 9 人 
R8/2/4(水)1 年生 9 人 
社会人ボランティアと一緒に活動 

小坂中学校：R8/2/16(月)全学年 

 ３ 児童青少年向けのボランティア
スクール 

〇 

Ｒ7/10/19 感染症流行で参加者なし。 
Ｒ7/12/20 再設定 

内容：自分たちでできるとを考える 
      →高齢者との交流 
   参加者：中学2年生10人 
R8/1/12 永楽町通いの場に参加(世代間交流) 
   参加者：中学生4人、永楽町の高齢者7人 

 ４ 福祉教育推進事業(助成金) 〇 小学校、中学校、マリア園から申請を受けて助成金
交付（＠20,000 円） 
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施策・事業１ 介護予防の重点的な推進（高齢者施策） 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 自立支援・重度化防止を目指した介護予防の推進 

 １ 訪問・通所型短期集中予防サー
ビス ※町受託 

△ 新規利用者が少ない。利用者拡充に向け、民協定
例会での事業周知やサークル見学を行った。 

２ 介護予防・日常生活支援総合事業の推進 

 １ デイサービスゆーとりあ(再掲) ― 基本目標３－施策・事業２－項目１－７－① 

 ２ デイサービスくるみ(再掲) ― 基本目標３－施策・事業２－項目１－７－② 

 

訪
問
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通
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【目的】介護保険の被保険者が要支援又は要介護状態になることの予防・軽減若しくは
悪化の防止、及び自立した日常生活の支援 

【内容】運動機能訓練や日常生活機能の向上を目的とした指導により、生活機能全体の
向上を図る。利用者の生活機能の改善による意欲の向上・身体の回復など、心
身の自立を促す（理学療法士による実施） 

【対象】要支援者、総合事業対象者 
【期間】サービス提供開始から原則３か月間※３か月間の延長有 

 利用者数 延利用回数 
備考 

女性 男性 女性 男性 

前年度 実 8 人 実２人 107 回 32 回 139 回 

４月 ２人  ８回  A さん(継続)３回、B さん(継続)５回 

５月 １人  １回  B さん 

６月 １人  ２回  C さん 

11 月  1 人  2 回 D さん 

12 月  １人  7 回 Ｄさん 

1 月  １人  7 回 Ｄさん 

2 月  １人  5 回 Ｄさん 

計 実３人 実 1 人 11 回 21 回 延利用合計 32 回 

 

施策・事業２ 障がいのある人の地域生活支援（障がい者施策） 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 相談支援とケアマネジメントの推進、２ 就労支援の推進、３ 障がい児支援の推進 

 １ 障害児・者相談支援事業 
※町受託 

〇 
 

→下記参照 

 ２ 障害者虐待防止センター 
※町受託(再掲) 

― 基本目標２－施策・事業６－項目１－２ 

 ３ 障害者相談支援事業所 〇 →下記参照 
基幹相談支援センター及び地域生活支援拠点整備に向けた
打合せを担当課と行った。【実施日】R7/6/13(金)13:30～ 

 

一
般
・
特
定
・
障
害
児 

相
談
支
援 

項目 
延件数 実人数 

前年度末 R7/9 月末 R8/3 月末 前年度末 R7/9 月末 R8/3 月末 

障害者相談支援 4,274 件 1,897 件 3,707 件 150 人 114 人 124 人 

 障害者 3,296 件 1,390 件 2,744 件 106 人 75 人 81 人 

 障害児 906 件 496 件 943 件 26 人 33 人 33 人 

 その他 72 件 11 件 29 件 18 人 6 人 10 人 

障害者計画相談 112 件 52 件 103 件 31 人 30 人 30 人 

 利用相談 38 件 18 件 30 件 29 人 17 人 27 人 

 継続支援 74 件 34 件 73 件 29 人 26 人 30 人 

障害児計画相談 77 件 45 件 68 件 20 人 20 人 20 人 

 利用相談 26 件 11 件 15 件 17 人 11 人 15 人 

 継続支援 51 件 33 件 53 件 16 人 19 人 20 人 

基本目標５ 健やかに自分らしく、支え合いながら共に生きるま

ちの推進 
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障
害
支
援
区
分
認
定

調
査 

項目 
延件数 

前年度末 R7/9 月末 R8/3 月末 

障害者 
25 件 
（新規 3 件、更新 22 件） 

9 件 
（新規 0 件、更新 9 件） 

16 件 
（新規 0 件、更新 16 件） 

障害児 
18 件 
（新規 7 件、更新 11 件） 

2 件 
（新規 2 件、更新 0 件） 

17 件 
（新規 2 件、更新 15 件） 

計 
43 件 
（新規 10 件、更新 33 件） 

11 件 
（新規 2 件、更新 9 件） 

33 件 
（新規 2 件、更新 31 件） 
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施策・事業１ 組織・経営基盤強化 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 法人の適正運営の推進 

 １ 役員会等の開催 
①正副会長会議 
②理事会 
③監事会 
④評議員選任・解任委員会 

 
〇 
〇 
〇 
〇 
 

→下記参照 
 
 
 
 
理事協議会を開催 
県指導監査：R7.12.12(金) 

２ 評議員会の開催 〇 →下記参照 

３ 事業経営委員会の開催 〇 第３回・４回理事協議会と兼ねて開催→下記参照 

２ 定款等諸規定の管理 

 １ 法律や制度に基づいた改正 〇 育児・介護休業等に関する規則の一部改正 

３ 危機管理体制の維持 

 １ 業務継続計画の管理 △ 周知徹底や見直しに課題がある。 

４ 職場環境改善の推進、苦情処理の対応 

 １ 職場環境改善委員会 〇 第 1 回：R7/4/15(火) 第２回：R7/7/22(火) 
第 3 回：R7/10/28(火) 第 4 回：R8/1/27(水) 
※いずれも 14:30～【会場】ゆーとりあ 

２ 苦情解決第三者委員会 〇 【委員の選任】３人【任期】R7/4/1～R9/3/31 
【委員会の開催】 

第１回：R7/5/20(火) 第２回：R7/7/15(火)  
第３回：R7/9/16(火) 第 4 回：R7/11/18(火)  
第 5 回：R8/2/3(火)  第 6 回：R8/3/17(火) 

※いずれも 13:30～ ＜会場＞ゆーとりあ 
 →下記参照 

５ 人材の確保と育成 

 １ 計画的な職員の採用 × R7：事業の見直しや介護保険事業経営の状況分析。
採用計画の策定。採用に向けた町への働きかけ。
R8：事業整理。新規採用を目指す。 

２ キャリアアップの仕組みの
再確認 

× 詳細の確認に至っていない。 

６ 福祉保健総合センターの管理受託 

 １ 福祉の拠点の管理運営 〇 指定管理期間：R５年度～９年度 
来年度経費の見積聴取の時点で継続委託できない業務
が発生し、対応を検討中。 
【利用状況】 
・リオン補聴器：補聴器相談(月 1 回)延５６人 
・北福祉事務所：巡回相談（年６回）延７人 
・役場総務課：人権擁護特設相談日(12/4)４人 
・にこにこ会：クリスマスお楽しみ会(12/13)２５人  
人 

７ 広報活動の推進 

 １ 機関紙かだるの発行(再掲) － 基本目標 4－施策・事業 1－項目２－５ 

 

正
副
会
長
会
議 

№ 日時 会場 出席者 内容 

１ R7/5/19(月) 
13:30～ 

ゆーとりあ 会長、副会長２人 

常務理事、事務局１人 

第 1 回理事会提出議案の確認 

２ Ｒ8/3/6(金) 
10:30～ 

ゆーとりあ 会長、副会長２人 

常務理事、事務局１人 

第 5 回理事会提出議案の確認 

中期経営計画策定時期について 

 

基本目標６ 組織・経営基盤の強化 
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理
事
会 

№ 日時 会場 出席者 内容 

１ R7/6/4(水) 
13:30～ 

ゆーとりあ 理事７人 

監事２人 

事務局２人 

＜議案＞ 

R6 年度事業報告並びに決算の承認について 

R7 年度補正(第１号)予算(案)について 

役員選任候補者の推薦(案)について 

評議員選任候補者の推薦(案)について 

評議員選任・解任委員の選任について 

R7 年度定時評議員会の招集について 

評議員選任・解任委員会の招集について 

育児・介護休業等に関する規則の一部改正(案)について 

２ R7/6/25(水) 
13:15～ 

ゆーとりあ 理事８人 

監事２人 

事務局１人 

＜議案＞会長、副会長、常務理事の選定について 

３ R7/9/30(火) 
10:30～ 

ゆーとりあ 理事７人 

監事２人 

事務局２人 

＜報告＞会長及び常務理事の業務の執行状況について 

＜議案＞育児・介護休業等に関する規則の一部改正(案)

について 

４ R7/12/17(水) 
10:00～ 

ゆーとりあ 理事８人 

監事２人 

事務局２人 

＜報告＞R7 年度上半期事業実施状況について 

＜議案＞Ｒ7 年度 補正(第 2 号)予算(案)について 

    Ｒ7 年度 第 2 回評議員会の招集について 

５ R8/3/23(月) 
10:00～ 

ゆーとりあ 理事８人 

監事２人 

事務局 2 人 

＜議案＞ 

定款の変更について 

給与規程等の一部改正について 

経理規程の一部改正について 

R7 年度補正(第 3 号)予算(案)について 

R8 年度事業計画(案)について 

R8 年度収支予算(案)について 

障害者相談支援事業所運営規程の一部改正について 

Ｒ7 年度第 3 回評議員会の招集について     

 

監
事
会 

№ 日時 会場 出席者 内容 

１ R7/5/26(月) 
10:00～ 

ゆーとりあ 監事２人、会長 
常務理事、事務局４人 

R6 年度事業実施状況について 
R6 年度決算について 

２ R7/11/26(水) ゆーとり 監事２人、会長 
常務理事、事務局４人 

R7 年度上半期事業報告について 
R7 年度上半期決算について 

 

評
議
員
選
任
・

解
任
委
員
会 

№ 日時 会場 出席者 内容 

１ R7/5/26(月) 
11:15～ セパーム 

委員３人 
会長 
常務理事 

委員長の選出：千葉栄一氏 
＜議案＞評議員の選任について 

 

理
事
協
議
会
（
第
３
回
・
４
回
は
事
業
経
営
委
員
会
と
兼
ね

る
） 

№ 日時 会場 出席者 内容 

１ R7/7/24(木) 
10:30～ 

ゆーとりあ 理事８人 
監事２人 
事務局２人 

＜案件＞ 
「町の福祉施策推進の現状について」 
～小坂町中央地区高齢者福祉エリア構想(仮
称)の検討に向けて～ 

２ R7/8/29(金) 
10:30～ 

ゆーとりあ 理事８人 
監事２人 
事務局２人 

＜案件＞ 
高齢者施設整備構想に向けた視察研修につい
ての情報・意見交換 

３ R7/12/17(水) 
11:00～ 

ゆーとりあ 理事 
監事 
事務局２人 

＜案件＞ 
・R7 年度自己財源・資金残高推移・介護保
険事業関係の状況について 
・中期経営計画のポイント 

４ R8/2/16(月) 
13:00～ 

ゆーとりあ 理事７人 
監事２人 
事務局２人 

＜案件＞ 
・R7 年度社協事業関係の状況並びに県社協
地域福祉トータルケア推進事業について 
・中期経営計画の内容(素案)について 
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評
議
員
会 

№ 日時 会場 出席者 内容 

１ R7/6/25(水) 

9:30～ 

セパーム 評議員 13 人 

監事２人 

会長 

常務理事 

事務局２人 

＜議案＞ 

R6 年度事業報告並びに決算の承認について 

R7 年度補正(第１号)予算(案)について 

理事及び監事の選任について 

＜報告＞ 

育児・介護休業等に関する規則の一部改正について 

２ R7/12/24(水) 

14:10～ 

セパーム 評議員 14 人 

監事 2 人 

会長 

常務理事 

事務局 2 人 

＜報告＞ 

R7 年度上半期事業実施状況について 

＜議案＞ 

R7 年度補正(第 2 号)予算(案)について 

 

３ R8/3/27(金) 

13:30～ 

セパーム 評議員 14 人 

監事 1 人 

会長 

常務理事 

事務局 2 人 

＜議案＞ 

R7 年度補正(第 3 号)予算(案)について 

R8 年度事業計画(案)について 

R8 年度収支予算(案)について 

＜報告＞規程の一部改正について 

 

苦情解決第三者委員会 

苦
情 

月 全体 ゆーとりあ くるみ 心春 居宅 総務・地域 

前年度 １件    １件  

７月 １件     １件 
電話対応 

１月 １件     １件 
相談対応 

計 ２件     ２件 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト 

月 全体 ゆーとりあ くるみ 心春 居宅 総務・地域 

前年度 １６件 ８件 １件 ７件   

４月 ２件 2 件 
機械浴の搬送車不

具合、出血 

    

５月 ２件   ２件 
尻もち、座り込み 

  

６月  ４件 ３件 
アレルギー対応、

利用者による車い

すブレーキ解除、

指へのぶつかり 

１件 
エレベーター

の扉に挟まれ

る 

 

   

７月  ２件 １件 
微出血 

１件 
転倒 

   

８月  ３件 ２件 
眼鏡の耳掛け部分

が目頭に接触、胃

瘻から連結チュー

ブ外れ 

 1 件 
利用者衣類のポケ

ットを確認せず洗

濯 

  

9 月  ２件  １件 
自分の飲み物

に消毒液入れ

る 

１件 
転倒 

  

10 月 １件 １件 
誤薬の危険 

    

12 月 ３件 ２件 
尻もち、昼食摂
食後に異物混入
の訴え 

 １件 
爪切り時出血 
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１月 ３件 ２件 
転倒、座り込み 

１件 
送迎ミス 

   

３月 １件 1 件 
尻もちの危険 

    

計 ２３件 １４件 ４件 ５件   

事
故 

月 全体 ゆーとりあ くるみ 心春 居宅 総務・地域 

前年度 １件    １件  

9 月 １件 １件 
転倒 

    

10 月 1 件 １件 
車両自損事故 

    

１月 3 件  ２件 
車両事故(接
触軽微) 

1 件 
車両事故(接触軽
微) 

  

計 ５件 ２件 ２件 １件   

 

施策・事業２ 財政基盤の強化 
項

目 実施内容 評価 実績・課題等 

１ 自主財源の確保 

 １ 企業賛助会員の増加・会費の増
額 

× 検討できなかった→下記参照 

２ 新規開拓 × 上記検討がない。 

３ 積立金の増額 〇 計画どおり(３０万円積立)→下記参照 

４ 共同募金配分金 △ 新規企業へ募金協力を依頼して現状維持を図った
が、募金目標額は達成できなかった。 
＜目標額＞1,912,000 円＜実績額＞1,887,117 円 

２ 補助金・受託金の確保 

 １ 財源の確保に向けた町との協議
（再掲） 

－ 基本目標４－施策・事業４－項目 1－１ 

３ 介護保険事業経営の安定化 

 １ デイサービスゆーとりあ(再掲) － 基本目標3－施策・事業2－項目1－7－① 

 ２ デイサービスくるみ(再掲) － 基本目標3－施策・事業2－項目1－7－② 

 ３ 認知症対応型通所介護心春(再
掲) 

－ 基本目標3－施策・事業2－項目1－7－③ 

 ４ 居宅介護支援事業所(再掲) － 基本目標3－施策・事業2－項目1－7－④ 

 

社

協

会

費 

 Ｒ８．３月末 (参考)前年度 

区分 自治会 団体等 件数 金額 自治会 団体等 件数 金額 

一般会費 ４６  1,630 件 807,000 円 ４５  1,657 件 820,000 円 

法人会費  ３ 3 件 30,000 円  ３ 3 件 30,000 円 

賛助会費 （１） １ 38 件 71,000 円 （２） ２ 40 件 74,500 円 

企業会費  ４５ 45 件 335,000 円  ４６ 46 件 337,000 円 

団体会費  １ 1 件 4,000 円  １ １件 4,000 円 

計 ４６ ５０ 1,717 件 1,247,000 円 ４５ ５２ 1,747 件 1,265,600 円 

※（ ）内は一般会費自治会数に含む 

寄

付

金 

Ｒ８．３月末 (参考)前年度 

区分 件数 金額 件数 金額 

積立金 

一般寄付 10 件 236,998 円 ４件 62,500 円 

香典返し 18 件 590,000 円 30 件 955,000 円 

計 28 件 826,998 円 34 件 1,017,500 円 

指定寄付 

Kitchen いちごいちえ ３件 70,000 円 2 件 30,000 円 

みんなのお家だんらん  108,182 円  39,137 円 

計  178,182 円  69,137 円 

                      ※前年度は法人運営への寄付金２件、232,769 円あり 
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物

品

寄

付 

区分 寄付物品 寄付者 件数 

全体 

紙おむつ・パンツ・パット 個人 4 件 

肌着 個人 １件 

洗濯機 個人 １件 

タオル 退職公務員連盟鹿角支部 １件 

桃 
農事組合法人北栄ファーム 

１件 

ねぎ １件 

タオル、雑巾 小坂町老人クラブ連合会 １件 

座布団 個人 １件 

Kitchen 

いちごいちえ 

 

ライスパック ㈱ジャパン・パックライス秋田 ６件 

たこ焼き粉、から揚げ粉 
木徳神糧㈱ 

１件 

米 １件 

米 川口一寿 １件 

桜姫とりももザンギ 

東日本フード㈱ 

１件 

ポークソーセージ １件 

豚ジンギスカン １件 

バター 秋田県牛乳普及協会(JA 全農あきた) １件 

グッズ 小坂町共同募金委員会 １件 

じゆう帳、ポケモンシール (一社)ポケモン・ウィズ・ユー財団 １件 

ホリデーギフト スターバックスコーヒージャパン㈱ １件 

マルチディスプレイスタン

ド 
ポケモンこども食堂応援隊 １件 

汁椀 三信化工㈱ １件 

桃豚 秋田ノーザンハピネッツ １件 

パックジュース ㈱アキレイ １件 

地域食堂 野菜 個人 ６件 
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＜令和７年度 会議、研修等＞  

【会長：栗山銕志】 

日付 内  容 場所 

R7/4/11 
町長訪問 役場 
小坂町老人クラブ連合会総会 セパーム 

6/9 町長訪問 役場 
6/13 秋田県共同募金会 第１回評議員会 秋田市 
6/17 秋田県社会福祉協議会 第１回評議員会 秋田市 
6/26 小坂ふくし会評議員選任・解任委員会 あかしあの郷 
7/10 町と社会福祉法人との意見交換会 役場 
7/18 町福祉課との打ち合わせ 役場 
7/19 社会を明るくする運動町民の集い セパーム 
7/25 小坂町雪対策連絡協議会 役場 
7/29 青森県東北町高齢者施設視察研修 青森県 
7/30 市町村社会福祉協議会連絡協議会総会 オンライン 

8/5 秋田県共同募金会 第 2 回評議員会 秋田市 
8/19 小坂町民生委員推薦会 役場 
8/25 市町村社協会長・事務局長合同会議(～26 日) 秋田市 
8/31 秋田県総合防災訓練 小坂町・鹿角市 
9/22 小坂ふくし会訪問 あかしあの郷 

10/10 秋田県社会福祉協議会 第２回評議員会 秋田市 

10/29 秋田県社会福祉大会 秋田市 

11/2 小坂町町制施行７０周年記念式典 セパーム 
11/5 町長訪問 役場 

12/18 小坂町民生児童委員協議会歓送迎会 セパーム 

R8/1/5 町長訪問 役場 
1/19 小坂ふくし会訪問 あかしあの郷 

2/5 秋田県市町村社会福祉協議会連絡協議会会長会議 秋田市 
2/20 小坂町民生児童委員推薦会 役場 
3/17 秋田県社会福祉協議会 第３回評議員会 秋田市 

【常務理事・福祉アドバイザー：柏山茂紀】 

日付 内  容 場所 
R7/5/15 小坂町民生児童委員協議会定例会（５月） 向陽体育館 

5/22 青森県東北町高齢者施設視察 東北町 
6/3 重層的支援体制促進セミナー 秋田市 
6/6 社会を明るくする運動キャッチフレーズ審査会 セパーム 

6/17 秋田県社会福祉協議会理事会 秋田市 
6/23 社会福祉法人こばと会評議員選任・解任委員会 セパーム 
6/26 社会福祉法人小坂ふくし会定時評議員会 はいから倶楽部 
6/27 小坂町社会教育委員会 セパーム 

7/4 小坂町教育委員会外部評価 セパーム 

7/9 小坂町地域包括支援センター運営協議会（代理出席） 役場 

7/10 町と社会福祉法人との意見交換 役場 

7/18 町福祉課との打ち合わせ 役場 

7/23 小坂町教育委員会外部評価 役場 

7/28 鹿角市社協災害ボラセン設置訓練参加協力関連打ち合わせ 鹿角市 

7/29 青森県東北町高齢者施設視察研修 青森県 

8/22 社会福祉協議会ボランティアセンター研修会（オンライン） ゆーとりあ 

8/31 秋田県総合防災訓練 小坂町・鹿角市 

9/8 秋田県社会福祉協議会理事会 秋田市 

9/12 第２回ネットワークセミナー「災害と福祉教育」（オンライン） ゆーとりあ 

9/17 秋田県社会福祉協議会評議員選任・解任委員会（オンライン） ゆーとりあ 

9/19 小坂町康楽館運営協議会 役場 

10/23 秋田県身体障害者福祉大会 秋田市 

10/29 秋田県社会福祉大会 秋田市 

11/17 小坂あきぎん会講演会・懇話会 セパーム 
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11/25 重層的支援体制整備事業情報交換会 大館市 

11/28 秋田県社会福祉協議会監事会 秋田市 

12/23 社会福祉連携推進シンポジウム オンライン 

R8/2/6 成年後見制度を考える研修会 鹿角市 

2/18 高齢者施策先進地視察（18 日～20 日） 兵庫県 

2/25 市町村社会福祉協議会事務局長等会議 秋田市 

3/9 秋田県社会福祉協議会理事会 秋田市 

3/12 生活支援コーディネーター活動支援研修 オンライン 

3/25 
康楽館運営協議会 役場 

小坂町社会教育委員会 セパーム 

介護認定審査会 役場 
障害支援区分認定審査会 役場 
小坂町地域自立支援協議会 役場 
あすなろサービス点検会議(毎月第４木曜日) あすなろ 
小坂ふくし会評議員会 あかしあの郷 
福祉課定例打合せ（毎月 第２水曜日） ゆーとりあ 

【事務局長：對馬ひろみ】 

日付 内  容 場所 
R7/4/11 町長訪問 役場 

4/17 社会を明るくする運動実行委員会 セパーム 
5/13 市町村社会福祉協議会連絡協議会第１回企画委員会 秋田市 

6/9 町長訪問 役場 
6/12 小坂町青少年育町民会議常任委員会 セパーム 
6/24 第１回小坂町地域公共交通活性化協議会 役場 
6/26 小坂町青少年育成町民会議総会 セパーム 

7/1 小坂町第６次総合計画・後期基本計画第１回まちづくり委員会 役場 
7/3 福祉保健施設・事業者等事務職員研修 秋田市 

7/10 町と社会福祉法人との意見交換会 役場 
7/18 町福祉課との打ち合わせ 役場 
7/28 秋田県総合防災訓練打ち合わせ（災害ボラセン設置運営訓練） 鹿角市社協 
8/20 秋田県共同募金会運動推進会議 秋田市 

8/25 市町村社協会長・事務局長合同会議(～26 日) 秋田市 
8/31 秋田県総合防災訓練 小坂町・鹿角市 
9/18 小坂町第６次総合計画・後期基本計画第２回まちづくり委員会 役場 
9/22 小坂ふくし会訪問 あかしあの郷 

10/14 秋田県北地域介護労働懇談会 オンライン 
10/17 福祉課との打ち合わせ 役場 
10/21 青少年育成小坂町民会議総務部会 セパーム 
11/17 小坂あきぎん会懇話会 セパーム 
12/12 秋田県指導監査 ゆーとりあ 

12/5 青少年育成小坂町民会議研修会 小坂小学校 
12/15 秋田県市町村社会福祉協議会連絡協議会第 2 回企画委員会 オンライン 

12/18 小坂町民生児童委員協議会歓送迎会 セパーム 
R8/1/5 町長訪問 役場 

1/21 秋田労働局助成金説明会 オンライン 
1/28 第２回小坂町地域公共交通活性化協議会 役場 

2/3 小坂町第６次総合計画・後期基本計画第３回まちづくり委員会 役場 
2/12 第１回小坂町子ども・子育て会議 役場 
2/25 秋田県市町村社会福祉協議会事務局長等会議 秋田市 

3/4 秋田県地域共生社会フォーラム 秋田市 

【コミュニティソーシャルワーカー：和田浩範】 

日付 内  容 場所 
R7/4/30 小坂町フラワーデー打ち合わせ セパーム 

5/12 ピーベリー測定講習会 役場 
6/2 SC 関連の講習会についての聞き取り（県社協来町） 役場 
6/3 令和 7 年度秋田県重層的支援体制整備促進セミナー 秋田市 
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6/13 県内社協地域福祉担当職員による情報交換会 オンライン 
6/16 市町村共同募金委員会担当者会議 秋田市 
6/26 生活支援コーディネーター活動支援集合研修（基礎編） 秋田市 
7/28 秋田県総合防災訓練打ち合わせ 鹿角市社協 

8/5 相談支援従事者初任者研修（～8/6） オンライン 

8/8 生活支援体制整備事業 生活支援コーディネーター情報交換会 三種町 

8/19 相談支援従事者初任者研修（～8/20） 秋田市 

8/22 
市区町村社協ボランティア・市民活動センターの機能強化を考
えるオンラインサロン 

オンライン 

8/31 秋田県総合防災訓練 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 鹿角市 

9/2 地域福祉担当職員による情報交換会 オンライン 

9/12 第２回ネットワークセミナー「災害と福祉教育」 オンライン 

9/26 包括的支援体制構築に向けた意見交換会（役場オンライン） オンライン 

10/9 令和７年度災害ボランティアセンター実地訓練 セパーム 

10/17 相談支援従事者初任者研修 秋田市 

10/20 支え合いをひろげる住民主体の生活支援フォーラム オンライン 

10/29 秋田県社会福祉大会 秋田市 

11/5～6 宮城県利府町高齢者施設等視察 宮城県 

11/8 子ども未来支援事業研修会 セパーム 

11/18～19 市町村社協福祉協議会連絡協議会職員交流研修 秋田市 

11/20 SC 視察研修（ひないホッとライフ視察） 大館市 

11/25 重層的支援体制整備促進に向けた情報交換 大館市 

11/27 SC 活動支援研修 秋田市 

12/11～12 相談支援従事者研修 秋田市 

12/19 SC 情報交換会 北秋田市 

R8/1/19 地域福祉担当職員情報交換会 オンライン 

1/20 技術系専門ボランティアとの連携を考える研修会 秋田市 

1/22～24 DWAT スキルアップ研修Ⅱ 秋田市 

1/30 健康づくりサポーター学習会 セパーム 

2/25 川上地区福祉座談会 小坂町 

福祉課定例打合せ（毎月 第２水曜日） ゆーとりあ 

かようカフェ（毎月 第３火曜日） セパーム 

小坂町地域ケア会議（毎月 第４水曜日） 役場 

【コミュニティソーシャルワーカー：神代ちなみ】 

日付 内  容 場所 
R7/4/25 民生児童委員協議会定例会 セパーム 

5/22 比内養護学校かづの校進路後援会 かづの校 
7/17 比内養護学校かづの校 小坂地区情報交換会 かづの校 
7/30 小坂町自立支援協議会 役場 

8/8 依存症相談支援担当者連絡会議 大館市 
8/27 成年後見制度利用促進実務研修会 秋田市 

9/9 トライアングル研修会 オンライン 
10/17 令和 7 年度厚生労働省障害者地域生活支援体制整備事業研修 オンライン 
10/29 秋田県社会福祉大会 秋田市 
10/31 家庭裁判所と家事関係機関との連絡協議会 オンライン 

11/5～6 宮城県利府町高齢者施設等視察 宮城県 
11/13 生活支援員研修会 能代市 
11/21 日常生活自立支援事業 契約締結審査会 オンライン 
11/26 地域ケア会議 役場 

12/3 小坂町自立支援協議会 役場 
12/16 令和７年度 秋田県基幹相談支援センター意見交換会 大館市 
12/16 令和７年度 大館市意思決定支援研修会 大館市 
12/17 市町村社協 kintone 勉強会 ① オンライン 

12/24 市町村社協 kintone 勉強会 ② オンライン 

1/14 成年後見制度利用促進地域協議会（県北地区） 北秋田市 
1/21 市町村社協 kintone 勉強会 ④ オンライン 
1/29 精神障害者地域移行協議会 北秋田市 



- 38 - 

 

2/9 成年後見制度利用促進地域協議会（中核機関未設置） 秋田市 
2/20 日常生活自立支援事業 契約締結審査会 オンライン 
2/25 川上地区座談会 川上公民館 
3/18 小坂町自立支援協議会 役場 
3/26 令和７年度障害者総合支援法関係説明会 オンライン 

わいわいサービス点検会議（毎月第 4 金曜日） わいわい 

福祉課との打ち合わせ：障害担当（毎月第１月曜日） ゆーとりあ 

【理学療法士：村木貴子】 

日付 内  容 場所 
R8/3/3.4 自立支援アドバイザー研修 オンライン 
福祉課定例打合せ（毎月第 2 水曜日） ゆーとりあ 
地域ケア会議（毎月第４水曜日） 役場 

【子ども支援サポーター：和田由香】 

日付 内  容 場所 
R7/4/4 小坂町地域学校協働本部打ち合わせ セパーム 

5/12 
地域×学校協働オンラインセミナー 
～子ども食堂と学校をつなぐ取組から見えたもの～ 

オンライン 

5/22 第１回あきた子ども応援ネットワーク連絡会議 オンライン 

5/30 第１回学校・家庭・地域連携協議会 シンポジウム 秋田市 
7/25 大館・鹿角地域ひきこもり相談支援担当者連絡会議 大館市 
7/29 第２回地域学校協働活動推進員・地域連携担当教職員等研修会 北秋田市 

8/8 第１回小坂町地域学校協働御本部推進会議 セパーム 
9/18 あきた子ども応援ネットワーク広報交換会 大館市 
9/25 大館・鹿角地域心のセーフティーネット会議 大館市 
9/26 秋田県ひきこもり相談支援連絡協議会 北秋田市 

12/17 第２回あきた子ども応援ネットワーク連絡会議 オンライン 
R8/1/6 第２回小坂町地域学校協働本部推進会議 セパーム 

2/12 第１回小坂町子ども・子育て会議 役場 
2/27 小坂町地域学校協働事業ボランティア研修会＆交流会 セパーム 
3/18 第３回あきた子ども応援ネットワーク連絡会議 オンライン 

【事務員：金野輝】 

日付 内  容 場所 
R7/5/8 共同募金 令和６年監査 ゆーとりあ 

5/28 共同募金 応援助成事業 2 次審査会 ゆーとりあ 

7/4 共同募金 運営委員会 №1 ゆーとりあ 

7/30 小坂町地域自立支援協議会 役場 

9/1 共同募金 運営委員会 №2 ゆーとりあ 

10/23 身障協会 秋田県身体障害者福祉大会 秋田市 

12/17 市町村社協 kintone 勉強会 #1（オンライン） ゆーとりあ 

12/24 市町村社協 kintone 勉強会 #2（オンライン） ゆーとりあ 

R8/1/14 市町村社協 kintone 勉強会 #3（オンライン） ゆーとりあ 

1/21 市町村社協 kintone 勉強会 #4（オンライン） ゆーとりあ 

2/19 身障協会 会長打ち合わせ ゆーとりあ 

3/18 共同募金 運営委員会 №3 ゆーとりあ 

3/18 小坂町地域自立支援協議会 役場 

福祉課定例打合せ（毎月第 2 水曜日） ゆーとりあ 

【事務員：川口恵美子】 

日付 内  容 場所 
R7/9/26 社会福祉法人会計担当者研修 オンライン 

【認知症推進員：澤田直子】 

日付 内  容 場所 

R7/9/18～19 認知症地域支援推進員「現任者研修」 オンライン 
R8/3/10 認知症サポーターステップアップ講座 役場 

3/11 認知症初期集中支援チーム会議 役場 
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【デイサービスゆーとりあ管理者（生活相談員）：澤田直子】 

日付 内  容 場所 
R7/5/22 青森県東北町高齢者施設視察 東北町 

12/15 小坂町小坂図書館協議会 セパーム 

R8/2/18～20 高齢者施策先進地視察 兵庫県 

3/4 小坂町小坂図書館協議会 セパーム 

【デイサービス心春管理者（生活相談員）：中村茉耶】 

日付 内  容 場所 
R7/6/16 キャラバンメイト養成研修 県庁 

8/19～20 認知症地域支援推進員「初任者研修」 オンライン 

小坂町地域ケア会議（毎月第４水曜日） 役場 

【デイサービス生活相談員（介護士）：田島幸枝】 

日付 内  容 場所 
R7/7/2 小坂町地産地消推進会 セパーム 

9/16～17 キャリアパスチームリーダーコース 県社協 
小坂町地域ケア会議（毎月第４水曜日） 役場 

【デイサービス介護士：金屋峰子】 

日付 内  容 場所 
R7/8/26～27 

10/9 
11/13 

認知症介護実践者研修 秋田市 

9/22～10/19 上記実習 ゆーとりあ 

【デイサービス介護士：山口由紀恵】 

日付 内  容 場所 
R7/9/2～3 キャリアパス中堅研修 秋田市 

【デイサービス介護士：相馬好江】 

日付 内  容 場所 
R7/9/4 介護の記録の書き方 秋田市 

【介護支援専門員：髙橋美紀子】 

日付 内  容 場所 
R8/2/4 タイムマネジメント研修 オンライン 

2/19 ICT を活用した生産性向上スキル習得講座 オンライン 

小坂町地域ケア会議（毎月第４水曜日） 役場 

【介護支援専門員：高嶋さゆり】 

日付 内  容 場所 
R7/12/16 大館市意志決定支援研修会 大館市 

小坂町地域ケア会議（毎月第４水曜日） 役場 

【相談支援専門員：亀田いさ子】 

日付 内  容 場所 
障害福祉まるごと支援班打ち合わせ（毎月第１月曜日） ゆーとりあ 

【相談支援専門員：石川聖子】 

日付 内  容 場所 
R7/12/16 小坂町関係機関と比内支援学校かづの校との情報交換会 かづの校 

障害福祉丸ごと支援班打ち合わせ（毎月第 1 月曜日） ゆーとりあ 

【安全運転管理者：澤田直子】 

日付 内  容 場所 
R7/10/3 安全運転管理者等法定講習会 鹿角市 

 

 


